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無病息災を祈念して市内各地でどんど焼きが行われました

●人　口／59,690人　（－25）
　男　性／29,719人　（－23）
　女　性／29,971人　（  －2）
●世帯数／21,524世帯（  －2）

人口と世帯
※平成24年1月1日現在（住民基本台帳） 2月29日（水）

●下野市ホームページ● ●携帯サイト●
QRコード●E-mail●

http://www.city.shimotsuke.lg.jp
info@city.shimotsuke.lg.jp

学校適正配置検討
平成22年度財務諸表

国民健康保険税(普通徴収) 第8期
介護保険料(普通徴収) 第8期
後期高齢者医療保険料(普通徴収) 第8期
国民年金保険料 1月分
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教
育
委
員
会
に
報
告
が
な
さ
れ
、
広
報

し
も
つ
け
１
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
、
下
野
市
学
校
適
正
配
置
検
討
委
員
会

の
答
申
書
「
下
野
市
立
小
・
中
学
校
の
規

模
及
び
配
置
の
適
正
化
に
つ
い
て
」
の
概

要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

小
・
中
学
校
の
学
校
数
や
児
童
・
生
徒
数
、

学
級
数
の
推
移
及
び
将
来
的
な
推
計
を
踏

ま
え
、適
正
規
模
・
配
置
の
実
現
に
向
け
て
、

次
の
主
要
観
点
別
に
検
討
し
、
具
体
的
な

方
法
を
大
き
く
４
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

中
学
校
は
現
状
維
持

⑴「
全
市
的
」
観
点

　

現
12
小
学
校
の
配
置
は
、
各
校
の
通
学

区
域
も
狭
く
一
体
感
が
強
く
、
個
々
の
学

校
及
び
地
域
の
諸
状
況
に
差
異
が
あ
る

た
め
、「
全
市
的
」
検
討
に
は
馴
染
ま
ず
、

⑵
以
下
の
観
点
か
ら
の
検
討
と
す
る
。

　

現
４
中
学
校
体
制
は
、
旧
３
町
の
バ
ラ

ン
ス
も
と
れ
て
い
る
た
め
基
本
的
に
当
面

維
持
す
る
。

通
学
距
離
は
概
ね
適
正
な
状
態

⑵「
適
正
通
学
距
離
」
の
観
点

　

当
市
学
校
の
通
学
距
離
、
通
学
区
域
は
、

大
小
・
長
短
は
あ
る
が
、
国
で
示
す
標
準

的
通
学
距
離
の
小
学
校
４
㎞
、
中
学
校
６

㎞
以
内
に
あ
り
、
概
ね
適
正
な
状
態
に
あ

る
と
考
え
る
。

通
学
区
域
５
か
所
の
見
直
し

⑶「
通
学
路
の
安
全
確
保
」
の
観
点

　

通
学
路
の
安
全
確
保
は
児
童
・
生
徒
の

生
命
に
直
結
す
る
こ
と
で
あ
り
学
校
教
育

上
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
危

険
性
が
高
く
、
か
つ
地
域
を
分
断
し
て
い

る
の
は
、

○
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
・
東
北
新
幹
線
）

○ 

交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
（
国
道
４
号

線
・
新
４
号
・
３
５
２
号
線
、
県
道
）

○
大
き
な
河
川
（
姿
川
、田
川
）
等
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
毎
日
横
断
す
る
こ
と
に
よ
る

危
険
性
を
取
り
除
く
た
め
、
①
〜
⑤
の
よ

う
に
通
学
区
域
を
変
更
す
る
。

◆
通
学
区
域
の
変
更
〔
3
ペ
ー
ジ
地
図
参
照
〕

　

① 

谷
地
賀
地
区
を
薬
師
寺
小
か
ら
吉
田

東
小
通
学
区
域
へ
編
入

　

② 

仁
良
川
下
地
区
を
薬
師
寺
小
か
ら
吉

田
西
小
通
学
区
域
へ
編
入

　

③ 

塚
越
地
区
を
吉
田
東
小
か
ら
吉
田
西

小
通
学
区
域
へ
編
入

　

④ 

小
金
井
上
町
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
東
側

地
区
を
国
分
寺
小
か
ら
緑
小
通
学
区

域
へ
編
入

◆
通
学
区
域
が
重
な
って
い
る
地
域
の
検
討

　

⑤
石
橋
上
町
地
区
の
通
学
区
域
の
指
定

　

教
育
の
機
会
均
等
の
考
え
に
よ
り
、
現

在
、
石
橋
上
町
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

「
通
学
区
域
が
重
な
っ
て
い
る
地
域
」を
石

橋
駅
前
通
り
を
境
と
し
、
北
側
を
古
山
小
、

南
側
を
石
橋
小
の
通
学
区
域
に
指
定
す
る
。

　

こ
れ
ら
通
学
区
域
の
変
更
及
び
指
定
に

つ
い
て
は
、
住
民
・
保
護
者
等
の
理
解
・

同
意
が
特
に
重
要
で
あ
り
、
混
乱
防
止
の

た
め
一
定
の
経
過
期
間
を
設
け
る
。

「
適
正
規
模
化
」
の
検
討

⑷「
適
正
規
模
」
の
観
点

　

各
学
校
間
の
教
育
諸
条
件
の
差
を
解
消

し
、
公
平
性
の
あ
る
教
育
を
目
指
す
た
め

に
は
「
適
正
規
模
」
の
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
委
員
会
で
は
国
・
県
の
基
準
、
市
民

等
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
「
学
校
の
適

正
規
模
」
を
次
の
と
お
り
と
し
、
そ
れ
ら

を
基
に
検
討
を
進
め
た
。

学
校
の
適
正
規
模

小
規
模
な
学
校
の
統
廃
合

　

効
果
的
で
効
率
的
な
学
校
教
育
の
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
の
学
校
規
模
が
必
要
で

あ
り
、
小
規
模
校
に
お
い
て
は
複
式
学
級

の
発
生
も
多
く
の
確
率
で
危
惧
さ
れ
る
。 

　

委
員
会
で
は
、
次
の
過
小
規
模
校(

１

〜
５
学
級)

２
校
に
つ
い
て
隣
接
校
と
の

統
合
を
提
案
す
る
。

ア 

細
谷
小
は
、
地
理
的
・
歴
史
的
等
関
係

の
深
い
隣
接
の
石
橋
小
と
統
合
す
る
。

統
合
後
の
校
舎
は
、
石
橋
小
と
す
る
。

イ 

国
分
寺
西
小
は
、
地
理
的
・
歴
史
等
関

係
の
深
い
隣
接
の
国
分
寺
小
と
統
合
す

る
。
統
合
後
の
校
舎
は
当
面
、
国
分
寺

小
と
す
る
。

 

答
申
内
容（
概
要
）

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

下
野
市
学
校
適
正
配
置
検
討
委
員
会
の
答
申
内
容

石橋小

古山小

石
橋
駅

⑤
石
橋
上
町
地
区
の
通
学
区
域
の
指
定
案

学校適正配置検討

小学校
学級数 １学年　２～３学級

児童数
１・２年生
1学級30人以下
他学年　　
1学級35人以下

学校
規模

206人（2学級最小値～）
600人（3学級最大値）

中学校
学級数 １学年　４～６学級
児童数 1学級35人以下
学校
規模

318人（4学級最小値～）
630人（6学級最大値）

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号



3　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY

　

国分寺小

祇園小

南河内第二中

緑小

国分寺東小

薬師寺小

南河内中

吉田東小

吉田西小

①谷地賀地区

　通学区域変更

③塚越地区

　通学区域変更

②仁良川下地区

　通学区域変更

④小金井上町一部

　通学区域変更

①～④

通学区域の変更案

現
在
の
校
名
を
継
承

大
切
な
地
名
を
残
す
た
め
に　
　
　

本
答
申
実
施
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

⑴
統
合
後
の
校
名
検
討

　

当
市
の
地
名
は
古
代
・
中
世
の
貴
重
な
地
名
が
多
く
、

こ
れ
ら
を
大
切
に
継
承
す
る
姿
勢
は
、
教
育
関
係
者
の

責
務
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
現
在
ま
で
使
用
さ
れ
て
い

た
校
名
を
尊
重
し
、
次
の
提
案
を
す
る
。

　

ア
細
谷
小
と
石
橋
小
の
統
合
校
名
は
、
石
橋
小
学
校

　

イ 

国
分
寺
西
小
と
国
分
寺
小
の
統
合
校
名
は
、
国
分

寺
小
学
校

⑵
小
中
一
貫
教
育
の
研
究

　

安
定
的
な
教
育
環
境
の
創
設
に
は
、
新
し
い
教
育
の

流
れ
で
も
あ
る
小
中
一
貫
教
育
校
等
の
検
討
が
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
の
導
入
の
是
非
を
早
急
に
具
体
化
す
る
よ

う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶ 

本
答
申
は
、
市
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
位
置

付
け
、
計
画
的
に
段
階
を
踏
み
、
慎
重
か
つ
速
や
か

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

⑷ 

こ
れ
ら
の
実
施
に
当
た
り
、
地
区
説
明
会
や
パ
ブ
リ

　

 

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
住
民

の
意
向
を
十
分
聞
く
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
が
答
申
書
の
概
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
答
申
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
の

ほ
か
、
各
公
共
施
設
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
の
予
定

　

今
後
は
、
学
校
適
正
配
置
の
推
進
に
関
す
る
素
案
を

作
成
し
、
学
校
関
係
者
や
地
域
の
皆
様
に
説
明
し
、
ご

意
見
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
を
主
体
と

し
、
推
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課　

☎（
52
）1
1
1
7

学校適正配置検討 

広
報
し
も
つ
け　
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　本市では、民間企業の考え方を取り入れた会計基準
で皆様に財政状況をお知らせするため、総務省より示さ
れた「総務省方式改訂モデル」を用いて財務諸表４表
を作成しています。なお、本紙においては財務４表のうち
「貸借対照表（バランスシート）」のみを掲載し、それ以
外の４表等は市のホームページに掲載しましたので、そち
らをご覧ください。

資　産　合　計 1,017億 2,335万円【市民１人当たり 171万円（ 168万円）】
負　債　合　計 236億 9,039万円【市民１人当たり 40万円（ 39万円）】
純 資 産 合 計 780億 3,296万円【市民１人当たり 131万円（ 129 万円）】

平成 22 年度は公共資産が道の駅整備等により増加し、また投資等の庁舎整備基金や、流動資産の減債
基金等の増により資産が約 17 億 8,341 万円増加しました。また、公共資産の整備が増えたため借り入れも
増加し、負債も約 7億 7,027 万円の増となっています。

１ 公共資産
①有形固定資産
　庁舎、道路、公園、学校、保育園、
　公民館、体育館などの土地、建物
②売却可能資産

１ 純資産
　既に負担して、支払いが済んでいる
資産
①国県補助金等
②一般財源等

　地方公共団体の決算はその年度における収入・支出
の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今までに市
が建設してきた学校や福祉施設、道路、公園などの資産
【市民の財産】の状況と、そのために将来負担しなけれ
ばならない借入金などの負債を把握することができます。

新地方公会計制度による平成22年度財務諸表新地方公会計制度による平成22年度財務諸表

普通会計バランスシート

貸借対照表（バランスシート）とは

借方（資金の使われ方） 貸方（資金調達のされ方）

899億 8,963万円
２ 投資等

①投資及び出資金
②基金等
③その他
　長期延滞債権等

 
１億 7,240 万円
70 億 4,437 万円
3億 2,276 万円

 
899 億 8,287 万円

676 万円

75億 3,953万円
３ 流動資産

①資　金

・財政調整基金
・減債基金
・歳計現金
②未収金

 

17 億 5,915 万円
11 億 2,788 万円
11 億 9,976 万円
1億   740 万円

41億 9,419万円

1,017億 2,335万円（999億 3,994万円）
●資産合計

209億 6,695万円
２ 流動負債

　1年以内に支払うもの
①翌年度償還予定地方債
②未払金
③賞与引当金

 

20 億 5,643 万円
1億 2,912 万円
5億 3,789 万円

 

141 億 5,103 万円
638 億 8,193 万円

１ 固定負債
　１年以上先に支払うもの
①地方債
②長期未払金
③退職手当引当金

 

165 億　205 万円
7億　719 万円
37 億 5,771 万円

27億 2,344万円

780億 3,296万円（770億 1,982万円）

1,017億 2,335万円（999億 3,994万円）
●負債・純資産合計

●純資産合計

236億 9,039万円（229億 2,012万円）
●負債合計

（平成 23 年 3月31日現在）

※平成 23 年 3月31日現在　住民基本台帳人口　59,429 人
普通会計とは一般会計と仁良川地区土地区画整理事業特別会計の一部を合算したものです。

（　 ）内は前年度
の金額

　現金や必要に応じてすぐ使える基金
　（預金）　

平成22年度財務諸表

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号
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資　産　合　計 1,573億 1,156万円【１人当たり 265万円（ 261万円）】
負　債　合　計 402億 6,052万円【１人当たり 68万円（ 67万円）】
純 資 産 合 計 1,170億 5,104万円【１人当たり 197万円（ 194万円）】

水道事業会計
国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計（保険事業勘定・サービス事業勘定）
土地区画整理事業特別会計（下古山・石橋駅周辺・仁良川地区）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

小山広域保健衛生組合
県南公設地方卸売市場事務組合
石橋地区消防組合
後期高齢者医療広域連合
財団法人グリムの里いしばし
財団法人下野市農業公社
社会福祉法人下野市社会福祉協議会
社会福祉法人下野市シルバー人材センター
株式会社道の駅しもつけ

１ 公共資産
①有形固定資産
②無形固定資産
③売却可能資産

1 純資産
①国県補助金等
②一般財源等

連結バランスシート
借方（資金の使われ方） 貸方（資金調達のされ方）

1,400億 8,343万円
２ 投資等

①投資及び出資金
②貸付金
③基金等
④その他
　長期延滞債権等

 
6,984 万円
383 万円

89 億 2,281 万円
6億 4,397 万円

 
1,400 億 6,580 万円

86 万円
1,677 万円

96億 4,045万円
３ 流動資産

①資金
②未収金
③販売用不動産
④その他
⑤回収不能見込額

 
70 億 7,924 万円
3億 8,307 万円
1億 6,964 万円
6,283 万円

△1億　710 万円

75億 8,768万円

1,573億 1,156万円（1,553億 8,405万円）
●資産合計

351億 427万円
２ 流動負債

①翌年度償還予定地方債
②未払金
③賞与引当金
④その他

 
41 億 7,520 万円
2億 7,675 万円
6億 5,588 万円
4,842 万円

 
245 億 6,881 万円
 924 億 8,223 万円

１ 固定負債
①地方債
②長期未払金
③退職手当引当金等

 
290 億 9,389 万円
7億   719 万円
53 億   319 万円

51億 5,625万円

1,170億 5,104万円（1,153億 644万円）

1,573億 1,156万円（1,553億 8,405万円）
●負債・純資産合計

●純資産合計

402億 6,052万円（400億 7,761万円）
●負債合計

（平成 23 年 3月31日現在）

※平成 23 年 3月31日現在　住民基本台帳人口　59,429 人
　連結バランスシートは普通会計と下記の特別会計及び関係団体を加えたものです。

連結対象団体

財政課　☎40-5552

（　 ）内は前年度
の金額

問い合わせ先

平成22年度財務諸表
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日　程 場　所 説明会

2月19日㈰

2月20日㈪

午前10時～正午

午後7時～9時

ゆうゆう館　会議室
小金井789番地

●説明会日程

●

●

●

●

●

●● ●● ●

● 〒●

こ
が
ね
い
保
育
園

国分寺中

国分寺駅西
児童館

国分寺庁舎

国分寺小

ゆ
う
ゆ
う
館

国
分
寺
図
書
館

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

国
分
寺
運
動
公
園

国
分
寺
西
小

蔓
巻
公
園

天
平
の
丘
公
園

尼
寺
公
園

下
野
小
金
井
郵
便
局

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館

　
「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
意
見

な
ど
を
聞
く
た
め
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）
を
実
施
し

ま
す
。

　

皆
様
の
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
下
野
市
の
最
上
位
の
計

画
と
な
る
も
の
で
、
市
の
目
指
す
べ
き
将

来
像
や
行
政
の
各
分
野
に
お
け
る
施
策
、

主
要
な
事
業
計
画
を
示
し
た
も
の
で
、「
基

本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実
施
計
画
」

の
３
層
構
造
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
を
策
定
す
る
の
か

　

前
期
基
本
計
画
が
平
成
23
年
度
を
も
っ

て
そ
の
計
画
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、
引

き
続
き
基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
『
思

い
や
り
と
交
流
で
創
る
新
生
文
化
都
市
』

及
び
基
本
目
標
等
の
実
現
を
図
る
た
め
、

平
成
24
年
度
を
初
年
度
と
し
て
基
本
的

な
施
策
を
体
系
的
に
示
す
「
後
期
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

●
公
表
す
る
資
料

下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画（
案
）

●
提
出
期
間

　

２
月
8
日
㈬
〜
３
月
8
日
㈭

（
必
着　

午
後
５
時
15
分
ま
で
）

総
合
政
策
課
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
有
効

で
す
。

●
提
出
方
法
・
提
出
先

　

意
見
等
記
入
用
紙
に
氏
名
、
住
所
を

明
記
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
意
見
提
出

は
で
き
ま
せ
ん
。

①
郵
送
ま
た
は
直
接

〒
3
2
9
―
0
4
9
2　

下
野
市
役
所

　

総
合
政
策
課

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　
（
40
）５
５
７
２

③
電
子
メ
ー
ル　

sougouseisaku@
city.shim

otsuke.lg.
jp　

な
お
、
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画（
案
）の
全
文
は
、次
の
場
所
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

①
総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③
南
河
内
図
書
館
（
市
民
課
窓
口
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）5
5
5
0

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　
「
下
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）5
5
5
0

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

下野市総合計画後期基本計画(案)

つなごう 心　結ぼう 絆　6

下野市総合計画後期基本計画
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国民年金
だより

■問い合わせ先
市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

確
定
申
告
の
時
期
で
す

「
平
成
23
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
を
発
送
し
ま
し
た

　　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
平
成
23
年
中
に

厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
等
の
老
齢
ま

た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
取
ら
れ
た
皆
様
に
、
平
成
23
年
中
に
支

払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る
「
平
成

23
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
の
際
の
添
付
書
類
と
し

て
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得

税
の
課
税
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
（
非

課
税
）、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け

て
い
る
人
に
は
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　　

万
一、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
や
未
着
の
場
合
に
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
源
泉
徴
収

票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
って
い
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
I
P
電
話
の
方
は
、☎　
　
　
　
　
　

0
―
1
1
6
5
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。）

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
：
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火

曜
日

　

火
〜
金
曜
日
：
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

　

第
２
土
曜
日
：
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

４
時

※
祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の
再

交
付
の
受
付
、
そ
の
他
の
年
金
の
相
談
に
つ

い
て
は
年
金
事
務
所
及
び
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
等
の
際
は
、
年
金
証
書

等
基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
が
分
か

る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
口
座
振
替
に

よ
り
納
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
申
し
込

み
先
は
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
な
り

ま
す
。
申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の

記
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
手

帳
等
で
基
礎
年
金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
金
融
機
関
等
届
出
印
の
押
印

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
前
納
は
事
前
の
手
続
き
が

必
要
で
す

　

口
座
振
替
で
の
平
成
24
年
度
分
１
年
前

納
及
び
平
成
24
年
４
月
〜
9
月
分
の
６
か

月
前
納
の
お
申
し
込
み
は
平
成
24
年
2
月

29
日
㈬
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
す
で
に
口
座

振
替
に
て
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
再
度

お
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
口
座
振
替
の
引
き
落
と
し
方
法
を

変
更
さ
れ
る
場
合
は
再
度
お
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。）

お
得
な
保
険
料
前
納
制
度

　　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
、
納
付
書
で
毎
月

納
付
し
た
場
合
と
比
較
し
た
割
引
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１
年
前
納
な
ら
…
３
，
７
８
０
円
／
１
年

６
か
月
前
納
な
ら
…
１
，
０
２
０
円
／
６
か

月
（
年
間
割
引
額
２
，
０
４
０
円
）

毎
月
納
付
（
当
月
末
引
落
し
）
な
ら
…
50

円
／
１
か
月
（
年
間
割
引
額
6
0
0
円
）

毎
月
納
付
（
翌
月
末
引
落
し
）
…
割
引
な

し
　

前
納
の
口
座
振
替
日
は
平
成
24
年
５
月
１

日
㈫
に
な
り
ま
す
。

※
金
融
機
関
等
届
出
印
の
相
違
や
口
座
名
義

人
氏
名
等
の
相
違
に
よ
り
登
録
が
遅
れ
た
場

合
は
、
手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
用
紙
ご
記
入
の
際
は
、

届
出
印
と
口
座
名
義
人
氏
名
等
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
一
部
納
付
（
半
額
免
除
な
ど
）
の
方
の
口

座
振
替
は
、
毎
月
納
付
（
割
引
な
し
）
と
な

り
ま
す
。

※
残
高
不
足
で
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
割
引
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
毎
月
の
口
座
振

替
に
切
り
変
わ
り
ま
す
）
特
に
、
初
め
て
の

口
座
振
替
で
１
年
度
分
ま
た
は
６
か
月
分
の

前
納
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
前
納
の
保
険

料
に
加
え
て
前
年
度
の
３
月
分
の
保
険
料
が

同
時
に
引
落
し
と
な
り
ま
す
の
で
残
高
不
足

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

0
3
―
6
7
0

☎
0
5
7
0（
05
）1
1
6
5
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市
で
は
、
所
得
税
及
び
市
県
民
税
の
申
告
相

談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

申
告
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
、
各
種
証
明
書

等
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
な
ど
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
期
限
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

栃
木
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
ご
自
身
や
扶
養
親
族
の

方
な
ど
が
所
有
す
る
住
宅
や
家
財
な
ど
に
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
は
、
震
災
特
例
法
の
適
用
に
よ
り
、
平

成
22
年
分
又
は
平
成
23
年
分
の
い
ず
れ
か
の
年
分
を
選

択
し
て
、
所
得
税
の
軽
減
等
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
電
話
に
よ
る
相
談
や
申

告
受
付
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
栃

木
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
栃
木
税
務

署
の
所
得
税
申
告
会
場
は
栃
木
商
工
会
議
所
大
ホ
ー

ル
で
す
。

※

土
・
日
曜
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
郵
便
も
し

く
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外

収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※

開
設
期
間
中
は
、
栃
木
税
務
署
庁
舎
で
の
申
告
相

談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。（
開
設
期
間
以
外
は
税
務
署

が
会
場
と
な
り
ま
す
。）

※

申
告
会
場
で
は
、
現
金
納
付
の
窓
口
業
務
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※

栃
木
商
工
会
議
所
で
は
、
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ

せ
を
行
って
お
り
ま
せ
ん
。

※

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
車
で
の
ご
来
場
は

な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
税
務
署　

☎
0
2
8
2（
22
）0
8
8
5
（
代
表
）

所得税・市県民税
申告相談のお知らせ

●受付会場
・南河内地区会場（南河内庁舎北側別館会議室）
・石橋地区会場（石橋庁舎 3階会議室）
・国分寺地区会場（国分寺庁舎隣　国分寺公民館内ＩＴ研修室）

●申告相談に必要なもの
・印鑑
・前年中の収入金額と必要経費のわかる書類（給与
　や年金の源泉徴収票や事業所得の収支内訳書等）
・社会保険料（国民健康保険税、国民年金保険料等）
　の支払金額を証明するもの
・障害者控除を受ける方は、障害者手帳など障害を証
　明するもの
・その他各種控除を受ける方は、それらの証明書また
　は領収書（医療費控除、住宅ローン控除等）
・銀行などの本人名義の口座番号（還付を受ける場合
　に必要です）

●受付期間
　2月16日㈭～3月15日㈭（土・日を除く）
●受付時間
　午前の部は9時～11時　午後の部は1時～3時30分
【日程は別表（9ページ）のとおり】

●その他
譲渡所得（株式等）・贈与所得・青色申告・過年
度申告などをされる方は栃木税務署（栃木商工会議
所大ホール）にて申告してください。
※最初の一週間及び申告期限間際は大変混雑する
傾向にあります。できるだけ対象地区の割り振り
にご理解いただき、混雑緩和にご協力ください。

　税務課　☎40-5554
問い合わせ先

所得税・住民税申告相談のお知らせ
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平成２３年分所得税・住民税申告相談日程表

受付日
対象地区

午前の部 午後の部
受付日

対象地区

午前の部 午後の部

●南河内地区会場（南河内庁舎北側別館会議室）

●石橋地区会場（石橋庁舎３階会議室）

●国分寺地区会場（国分寺庁舎隣　国分寺公民館内ＩＴ研修室）

2/16（木）

2/17（金）

2/20（月）

2/21（火）

2/22（水）

2/23（木）

2/24（金）

2/27（月）

2/28（火）

下原・西区 薬師寺一丁目

薬師寺六丁目 薬師寺六丁目

町田上
町田下

下文　・東田中
西田中

祇園町 自治医大構内
地久目喜

仁良川上 仁良川上

仁良川下 仁良川下

本吉田北 本吉田南

薬師寺二丁目
薬師寺三丁目

薬師寺四丁目
薬師寺五丁目

日生団地
成田

谷地賀上
谷地賀下

2/29（水）

3/1（木）

3/2（金）

3/5（月）

3/8（木）

3/9（金）

3/12（月）

3/13（火）
～3/14（水）

台坪山 絹板・絹板台

川島・上吉田 西坪山

3/6（火） 祇園一丁目 緑六丁目

3/7（水） 祇園二丁目 祇園二丁目
祇園三丁目 祇園三丁目

緑一丁目・緑
緑四丁目 祇園四丁目

祇園五丁目 緑二丁目

緑三丁目 緑五丁目

的場・上坪山 東根・三王山

鯉沼 塚越・磯部

受付日 対象地区 (自治会)

2/16(木)～ 2/17(金)

2/20(月)

2/21(火)～ 2/22(水)

2/23(木)～ 2/24(金)

2/27(月)

2/28(火)～ 2/29(水)

上町・寿町

石町・旭町

本町

栄町

下石橋・入の谷
富士見町・グンゼ

上大領・中大領
東前原・下大領
第１雇用団地

受付日 対象地区 (自治会)

受付日 対象地区 受付日 対象地区

3/1(木)～ 3/2(金)

3/5(月)～ 3/6(火)

3/7(水)～ 3/8(木)

3/9(金)～ 3/12(月)

上古山・上原

下古山

通古山
第2雇用団地

若林

3/13(火) 下長田・上台

3/14(水) 細谷・橋本

2/16(木)～2/22(水)

2/23(木)～2/24(金)

2/27(月)～2/28(火)

小金井

（注）混雑緩和のため日程を調整させていただいておりますが、どうしてもご都合がつかない場合、期間内であれば他の日
　　でも申告はお受けいたします。

笹原・箕輪

国分寺・紫

2/29(水)～3/2(金)

3/5(月)～3/9(金)

3/12(月)～3/14(水)

駅東・医大前・烏ケ森
川中子

柴

地産地消だより／農地・水・環境保全瓦版所得税・住民税申告相談のお知らせ 
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医療費控除を受ける方は事前に領収書を計算しましょう
～「医療費の明細書」の記入例についてお知らせします～

「医療費の明細書」は税務署や国税庁のホームページ上から入手できます。
封書状になっていますので中に医療費の領収書を入れて提出してください。

平成２３年分　医療費の明細書

【控除額の計算】

住　所

氏　名

申告書第二表の「所得から差し引かれる金額
に関する事項」欄の医療費控除に転記します。

申告書第一表の「所得から差し引かれる金額」欄の
医療費控除に転記します。

申告書第一表の「所得金額」欄の合計を転記します。
（注）次の場合には、それぞれ次の金額を加算します。
　　・退職所得及び山林所得がある場合　････　その所得金額
　　・ほかに申告分離課税の所得がある場合　････　その所得
　　　金額（特別控除前の金額）
　　なお、損失申告の場合には、申告書第四表（損失申告用）の
　「4 繰越損失を差し引く計算」欄の○の金額を転記します。81

所得税・住民税申告相談のお知らせ

広
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も
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4134

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
手
続
き
を
行
う
際
に
、
他
人
の

な
り
す
ま
し
や
改
ざ
ん
防
止
の
た
め
、
電

子
証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
でｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご

利
用
の
方
は
、
電
子
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
証
明
書
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
に
格
納
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
あ
わ

せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所

　

市
民
課
窓
口
（
国
分
寺
・
石
橋
・
南
河

内
）

●
受
付
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

新
規
で
電
子
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
方
へ

●
対
象
に
な
る
方

下
野
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

●
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
電
子
証
明
書
の
申
請
の
際
に
あ

わ
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

・
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
入
り
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等

顔
写
真
の
入
っ
た
官
公
庁
発
行
の
身
分
証

明
書
）

・
手
数
料　

５
０
０
円

※
本
人
確
認
書
類
が
無
い
方
は
、
照
会
書

に
よ
り
確
認
の
手
続
き
を
し
ま
す
。
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の
発

行
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

す
で
に
電
子
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
へ

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
年
間
で

す
。（
氏
名
、
住
所
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
有
効
期
限
内
で
あ
っ
て
も
失
効
し

ま
す
。）
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効

期
限
（
10
年
間
）
と
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

電
子
証
明
書
が
失
効
し
て
い
る
場
合
、ｅ

―
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
確
定
申
告
等
に
使
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
は
、
電
子
証
明

書
の
交
付
時
に
発
行
し
た
「
電
子
証
明
書

の
写
し
」
や
「
公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」（http://w

w
w
.jpki.go.jp/

）

上
に
開
設
さ
れ
て
い
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
窓

口
」
を
利
用
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

電
子
証
明
の
更
新
を
す
る
方
へ

　

更
新
が
必
要
な
方
は
、
有
効
期
限
が
切

れ
る
３
か
月
前
か
ら
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
電
子
証
明
書
は
、
更
新
の
手
続
き
を

と
っ
た
日
か
ら
３
年
間
有
効
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
電
子
証
明
書
が
有
効
期
限
経
過
に

よ
り
失
効
し
た
後
で
も
、
新
し
い
電
子
証

明
書
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
入
り
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等

顔
写
真
の
入
っ
た
官
公
庁
発
行
の
身
分
証

明
書
）

・
手
数
料　

５
０
０
円

※
本
人
確
認
書
類
が
無
い
方
は
、
照
会
書

に
よ
り
確
認
の
手
続
き
を
し
ま
す
。
電
子

証
明
書
の
交
付
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

暗
証
番
号
を
間
違
え
て
ロ
ッ
ク
が
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

　

電
子
証
明
書
は
、
不
正
利
用
防
止
の
た
め

に
暗
証
番
号
を
連
続
し
て
５
回
間
違
え
る
と

ロ
ッ
ク
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入

力
を
間
違
え
て
ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
市
民
課
窓
口
に
て
ロ
ッ
ク
の
解
除
や
パ
ス

ワ
ー
ド
の
再
設
定
等
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
入
り
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等

官
公
庁
発
行
の
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明

書
）

お
願
い

※
電
子
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

身
分
証
明
書
の
よ
う
な
も
の
で
す
の
で
、
発

行
に
は
厳
密
な
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。
申

請
に
は
、
ご
本
人
が
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
確
定
申
告
時
期
は
窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
７

ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

電
子
証
明
書
の
ご
案
内

所得税・住民税申告相談のお知らせ 
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２
月
12
日
㈰
実
施

　

消
防
・
警
察
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
や

民
間
団
体
と
の
合
同
で
平
成
23
年
度
下
野

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　

今
年
の
訓
練
は
日
曜
日
に
開
催
し
、

　
　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
発
足
し
た

　
　

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
の
協
力
を

　
　

得
て
、
地
元
で
の
避
難
訓
練
も
予
定
し

　
　

て
い
ま
す
。
今
回
地
元
で
の
避
難
訓
練

　
　

を
行
う
地
域
は
、
下
町
（
小
金
井
）・

　
　

西
坪
山
（
下
坪
山
）・
栄
町
（
石
橋
）

　
　

で
す
。

　
　

●
日　

時

　
　
　
　

２
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
40
分

　
　
　
　
（
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館　
（
下
野
市

小
金
井
７
８
９
番
地
）

※
訓
練
に
よ
り
、
一部
区
間

が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

自
家
用
車
で
の
ご
来
場
の
場

合
は
、
市
役
所
国
分
寺
庁
舎

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
参
加
予
定
人
数

　

約
５
０
０
名

●
参
加
機
関

・
下
野
市

・
石
橋
地
区
消
防
組
合

・
下
野
警
察
署

・
下
野
市
消
防
団

・
栃
木
県
消
防
防
災
航
空
隊

・
下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　
　

・
下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　

・Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　
　

・
下
野
市
日
赤
奉
仕
団

　
　

・
下
町
自
治
会

　
　

・
西
坪
山
自
治
会

　
　

・
栄
町
自
治
会

　
　
　
　

・
下
野
市
交
通
指
導
員

　
　
　
　

・
下
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

・
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　
　
　
　

・
災
害
救
助
犬
訓
練
所

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

そ
の
時
、私
た
ち
の
と
る
べ
き
行
動
は
？

　
メ
イ
ン
会
場
で
は
栃
木
県
防
災
ヘ
リ
「
お
お

る
り
」
に
よ
る
つ
り
上
げ
救
助
訓
練
の
よ
う

す
が
見
学
で
き
る
ほ
か
、
は
し
ご
車
や
起
震

車
の
搭
乗
体
験
を
は
じ
め
消
火
体
験
・
煙
道

体
験
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
消
防
車
両
を
は
じ
め
と
し
た
災

害
対
策
車
両
の
展
示
も
行
い
ま
す
。
ご
家
族

や
ご
近
所
の
方
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
訓
練
に
よ
り
、
一部
区
間
が
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。
自
家
用
車
で
ご
来
場
の
場
合
は
、

市
役
所
国
分
寺
庁
舎
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

主
な
訓
練
内
容

○
災
害
対
応
訓
練

・
栃
木
県
防
災
ヘ
リ
「
お
お
る
り
」
に
よ
る

吊
り
上
げ
救
助
訓
練
、
空
中
消
火
訓
練

・
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・
運
営
訓
練
、
通

報
訓
練
、
避
難
訓
練
、
救
助
訓
練
、
救
援
物

資
搬
入
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
受
付
設
置
訓
練
、
被
害
状
況
報
告
訓
練
、

放
水
訓
練
、
災
害
対
策
犬
訓
練
、
要
援
護
者

安
否
確
認
訓
練

○
防
災
啓
発
訓
練（

来
場
者
が
体
験
で
き
ま
す
）

・
初
期
消
火
体
験
、
煙
道
体
験
、
は
し
ご
車

搭
乗
体
験
、
起
震
車
体
験

・
救
急
救
命
講
習
会

・
消
防
支
援
車
両
展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
展
示
等

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課　

☎（
40
）5
5
5
5

屋
外
拡
声
器
か
ら
避
難
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す

　

総
合
防
災
訓
練
の
実
施
に
と
も
な
い
、

自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
に
よ
る
避
難
訓

練
を
行
い
ま
す
。
訓
練
当
日
、
屋
外
拡
声

器
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

放
送
日
時

2
月
12
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
〜

防　　災

広
報
し
も
つ
け　
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モ
メ
災
防

 

て
え
備
に
災
震

シ
リ
ー
ズ
⑥

　

グ
ラ
ッ
、
と
地
震
が
発
生
し
た

そ
の
と
き
、
自
分
が
と
る
行
動
は

…
　
一
番
危
険
な
の
は
パ
ニッ
ク
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
。
地
震
発
生
か
ら

３
日
間
程
度
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を

し
っ
か
り
と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

時
間
と
共
に
す
べ
き
行
動
が

変
化
す
る

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
と

き
、
ま
ず
は
身
の
周
り
の
危
険
か

ら
身
を
守
り
ま
す
。

　

最
初
の
大
き
な
揺
れ
は
１
分
間

程
度
で
す
。
火
の
元
な
ど
の
安
全

が
確
認
で
き
た
ら
ラ
ジ
オ
な
ど
で

情
報
を
得
ま
し
ょ
う
。
海
の
付
近

に
い
る
場
合
は
津
波
の
心
配
も
必

要
で
す
。

　

家
屋
の
損
壊
や
家
具
の
倒
壊
が

あ
る
よ
う
な
大
き
な
地
震
の
場
合

で
、
近
所
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
い
る
場
合
は
、
積

極
的
に
声
を
か
け
、
安
否
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）5
5
5
5

震  度  速  報

防　　災 

広
報
し
も
つ
け　
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水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

市
内
放
射
線
量
測
定
結
果

●
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課（
庁
舎
）   

児
童
福
祉
課（
保
育
園
）

学
校
教
育
課（
学
校
）

放
射
能
に
つ
い
て
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

空
間
放
射
線
量
測
定
器

を
貸
出
し
て
い
ま
す

http://w
w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp/

施　

設

水　

道　

施　

設

採
取
日

1
月
10
日
12
月
19
日

採　水　場　所 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

●測定期間　12月15日(木)～1月19日(木)
測　定　場　所 最小値～最大値 測　定　場　所 最小値～最大値

庁　

舎

保　

育　

園

中　

学　

校

小　
　

学　
　

校

国分寺庁舎
南河内庁舎
石橋庁舎
グリム　　（月）
薬師寺　　（火）
吉田　　　（水）
しば　　　（木）　
こがねい　（金）
南河内中　（木）
南河内第二中（金）
石橋中　　（木）
国分寺中　（月）

0 . 0 7～0 . 0 9
0 . 0 7～0 . 0 9
0 . 1 1～0 . 1 3
0 . 1 2～0 . 1 3
0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 1 2～0 . 1 5
0 . 0 8～0 . 0 9
0 . 0 8～0 . 0 9
0 . 0 8～0 . 0 9
0 . 0 7

0 . 1 1～0 . 1 2
0 . 0 8～0 . 1 0

0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 0 9～0 . 1 1
0 . 1 2～0 . 1 3
0 . 0 9～0 . 1 1
0 . 0 9

0 . 0 9～0 . 1 0
0 . 1 0～0 . 1 3
0 . 1 3

0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 0 8～0 . 0 9
0 . 0 8

0 . 1 1～0 . 1 2

薬師寺小　（月）
吉田東小　（火）
吉田西小　（水）
緑小　　　（木）
祇園小　　（金）
石橋小　　（月）
古山小　　（火）
石橋北小　（水）
細谷小　　（金）　
国分寺小　（月）
国分寺西小（火）
国分寺東小（水）

［単位：Bq／kg］

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
48
）2
1
2
1

［単位：μSv／時］

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

300
（100） 200 200

南河内第１配水場
石　橋第１配水場
国分寺第１配水場
南河内第２配水場
石　橋第２配水場
国分寺第２配水場

暫定指標値
（乳児飲用暫定規制値）

☎（
40
）5
5
5
9

☎（
52
）1
1
1
4

☎（
52
）1
1
1
8

　

12
月
４
日
㈰
に
南
河
内
公
民
館

に
お
い
て
、
自
治
会
長
連
絡
協
議

会
南
河
内
支
部
の
主
催
に
よ
る
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
自
治
医
科
大
学
Ｒ

Ｉ
セ
ン
タ
ー
管
理
主
任
の
菊
地
透

先
生
を
お
招
き
し
「
福
島
原
発
事

故
に
伴
う
放
射
線
・
放
射
能
の
健

康
影
響
に
対
す
る
知
識
と
理
解
」

に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
約
１

２
０
名
の
市
民
の
皆
様
が
聴
講
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
放
射
能
・
放

射
線
等
の
健
康
影
響
に
つい
て
、
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
を
用
い
て
非
常
に
わ

か
り
や
す
く
ご
説
明
を
い
た
だ

き
、
非
常
に
有
意
義
な
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
が
、
身
近
な
生
活

環
境
等
の
放
射
線
量
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
空
間
放
射

線
量
測
定
器
の
貸
出
し
を
行
って
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
電
話
又
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
日

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

●
貸
出
時
間

　

貸
出
時
間
帯
は
次
の
い
ず
れ
か

で
す
。 

・
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
貸
出
窓
口

・
環
境
課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階 
） 

・
市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
2
階
） 

・
市
民
課
石
橋
窓
口
（
石
橋
庁
舎

1
階
）

●
申
込
方
法 

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話

に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
貸
し
出
し

　

印
鑑
、
身
分
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
予
約
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課　

☎（
40
）５
５
５
９

放
射
線
量
測
定
・
放
射
性
物
質
検
査
結
果

●保育園、学校は曜日により測定場所が異なります。
　庁舎・保育園・小学校は地上50cm地点、中学校は地上1ｍ地点で測定。
●参考　県（保健環境センター（宇都宮市）の地上1ｍ地点）の1月19日㈭の
　　　　測定結果　0.10μSv／時

放射線量測定

広
報
し
も
つ
け　
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ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室
参
加
者
募
集

メ
タ
ボ
予
防
教
室
の

参
加
者
募
集

フ
ッ
素
塗
布
の
お
知
ら
せ

申し込み
ＱＲコード

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
お
弁
当
箱
を
使
っ
て

簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
お
子

さ
ん
の
離
乳
食
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と一
緒
に
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

３
月
７
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
10

時
）

●
実
施
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

●
対
象
者

　

生
後
６
〜
７
か
月
児
（
平
成
23

年
8
月
〜
9
月
生
）
を
持
つ
保
護

者●
定　

員

　

約
20
名

●
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
、
Q
R
コ
ー
ド
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
期
間

　

２
月
８
日
㈬
〜
29
日
㈬

●
内　

容

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
使
っ
て

自
分
・
家
族
の
食
事
チ
ェッ
ク

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
お
弁
当
の
試
食

（
調
理
は
し
ま
せ
ん
）

・
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ
の
取

り
分
け
の
工
夫

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）1
1
1
6

　

こ
の
機
会
に
内
面
か
ら
健
康
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者

　

40
歳
以
上
で
健
診
を
受
診
し
た

方
で

①
食
生
活
を
見
直
し
た
い
方

②
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

に
興
味
が
あ
る
方

　

ご
家
族
・
お
友
達
の
参
加
も
可

能
で
す
。
お
誘
い
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

●
日　

程

　

３
月
15
日
㈭

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

●
時　

間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分
（
受
付
：
午
前
9
時
〜
9
時

30
分
）

●
内　

容

・
低
カ
ロ
リ
ー
食
の
試
食

・
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ
い
て

学
ぼ
う

・
自
分
の
食
事
を
見
直
そ
う
！

・
食
事
に
関
す
る
耳
寄
り
情
報
お

伝
え
し
ま
す
。

・
身
近
な
飲
み
物
に
含
ま
れ
る
砂

糖
や
油
の
量
に
つい
て
知
ろ
う
！

・
室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の
紹

介
（
講
話
、筋
ト
レ
、ス
ト
レッ
チ
）

●
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
運

動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
運
動

用
の
水
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
し
込
み

　

教
室
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）1
1
1
6

●
日　

時

　

２
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
15
分

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

●
対　

象

　

下
野
市
在
住
の
年
中
児
〜
小
学

校
２
年
生

●
料　

金

　

無
料
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

●
注　

意

○
歯
を
み
が
い
て
か
ら
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

○
フ
ッ
素
塗
布
後
１
時
間
は
飲
食

で
き
ま
せ
ん
。

○
概
ね
４
〜
６
か
月
の
間
隔
で
お

受
け
く
だ
さ
い
。

○
駐
車
場
が
大
変
込
み
合
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
持
って
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
発
熱
・
せ
き
・
体
調
の
悪
い
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
案　

内

　
フ
ッ
素
塗
布
後
に
、
歯
科
医
師

に
よ
る
歯
科
相
談
も
受
付
け
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）1
1
1
6

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

広
報
し
も
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ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
講
座

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

申し込み
ＱＲコード

　
（
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代　

こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
て
い
く
？
）
子
育
て
…

仕
事
…
家
事
…
家
族
の
た
め
に

毎
日
忙
し
く
す
ご
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
慌
し
い
生
活
の
中
で
自

分
の
身
体
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ

い
て
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

日
頃
、
頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ

の
ご
ほ
う
び
と
し
て
、
お
い
し
い

食
事
を
し
な
が
ら
、
内
側
か
ら

自
分
を
見
つ
め
な
お
し
て
健
康
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

●
日　

時

　

３
月
５
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

　

受
付
：
午
前
9
時
45
分
〜
10
時

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

●
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
市
民
の
女
性

●
内　

容

・
し
な
や
か
な
美
し
い
カ
ラ
ダ
作

り
（
ピ
ラ
テ
ィ
ス
）

・
頑
張
って
い
る
自
分
への
ご
褒
美

♪
ラ
ン
チ
の
試
食

●
持
ち
物

　

米
１
合
、運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
（
運
動
時
）、飲
み
物
（
運

動
時
の
水
分
補
給　

水
又
は
お

茶
）

●
申
込
締
切
日

　

２
月
27
日
㈪

●
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）1
1
1
6

　
ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち

た
、
体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思

い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
相
談
す
る

こ
と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日　

程
（
月
１
回
開
催
）

　

２
月
21
日
㈫

　

３
月
27
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

●
相
談
員　

精
神
科
医

●
料　

金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
2

　

下
野
市
で
は
、
き
ら
ら
館
・

ゆ
う
ゆ
う
館
の
２
か
所
で
「
男
性

の
料
理
自
主
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
で
食
育
活
動
を
し
て
い
る

食
生
活
改
善
推
進
員
の
指
導

で
、
野
菜
の
料
理
、
減
塩
の
方

法
な
ど
基
本
の
料
理
法
を
身
に

付
け
て
、
健
康
的
な
食
生
活
を

お
く
り
ま
せ
ん
か
。

　

１
回
の
み
の
参
加
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
健

康
増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

男
性
の
料
理
自
主
教
室
の
参
加
者
を
募
集

きらら館（男子厨房に入ろう会）

ゆうゆう館（国分寺クッキングクラブ）

●日　時　２月21日㈫
　　　　　午前９時 30 分～午後１時
　　　　　２か月に１回開催
●会　場　きらら館研修室・調理室
●持ち物　会費（おおむね500円）・
　　　　　エプロン・三角巾

●日　時　２月13日㈪、３月12日㈪
　　　　　午前９時 30 分～午後１時
　　　　　毎月１回開催
●会　場　ゆうゆう館調理室
●持ち物　会費（500円～ 1,000 円）・
　　　　　米１合・エプロン・三角巾

広
報
し
も
つ
け　
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月　　日 対　　象　　者 場　　所内　　　容受付時間

東京下町出身。東京女子医科大学卒業後、大学病院、総合病
院勤務を経て下町の開業医という道を選ぶ。１９９６年、週刊朝日「デ
キゴトロジー」にて執筆活動を開始。２００５年、医学界の権威社
会とは一線を隔したアウトローな半生を綴った自叙伝エッセイ『女医
の花道！』『続・女医の花道！』がベストセラーとなる。現在も医療
現場主義の立場で、通常の診察のほか、障害者医療、山岳ボラ
ンティア診療などにも携わる。私生活は緑と犬を愛する自然派エコ
ロジストで、そのスタイルを表現する場としてブログ「おおたわ史絵
のただいまネイチャー中」(http://ameblo.jp/fumie-otawa/) を展
開している。

　内科医・作家おおたわ史絵
ふ　み　え

　

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
こ
と
、

あ
な
た
の
周
り
の
大
切
な
人
の
こ
と
。

　

自
殺
予
防
対
策
は
、
年
齢
、
性
別
を

問
わ
ず
、
各
分
野
に
お
い
て
重
要
な
社
会

問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
「
生
き
る
こ
と
」
に
つい
て
学
び
・
考
え
、

そ
し
て
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

３
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
45
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

グ
リ
ム
の
館
（
下
野
市
グ
リ
ム
の
森
内
）

多
目
的
ホ
ー
ル

●
演　

題

　
「
病
気
に
な
る
人
な
ら
な
い
人
・
・
・
現

代
人
の
心
と
体
の
カ
ル
テ
」

●
講　

師

　

お
お
た
わ
史
絵　

氏
（
医
師
）

●
料　

金　

無
料

　

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
2
月

14
日
㈫
か
ら
市
内
公
民
館
等
で
配
付
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

2月16日㈭ 赤ちゃん広場9：45～10：00 平成23年11月・12月生 きらら館
2月19日㈰ フッ素塗布9：15～11：15 年中児～小学校2年生 きらら館
2月21日㈫ 9か月児健診13：00～14：00 平成23年4月生 ゆうゆう館

2月27日㈪ 4か月児健診13：00～14：00 平成23年10月生 ゆうゆう館

2月24日㈮ ポピーくらぶ
リトミックを行います9：45～10：00 1歳6か月～就園前のお子さん きらら館

2月28日㈫ ポピーくらぶ
リトミックを行います9：45～10：00 8か月～就園前のお子さん ゆうゆう館

2月29日㈬ フレッシュママ・パパ教室
レッスン２13：15～13：30 出産予定日が平成24年4～6月の方

事前申し込み必要 きらら館

3月2日㈮ ポピーくらぶ
リトミックを行います9：45～10：00 8か月～1歳6か月のお子さん きらら館

3月5日㈪ フレッシュママ・パパ教室
レッスン３

AMコース
9：15～9：30 出産予定日が平成24年4～6月の方

事前申し込み必要 ゆうゆう館
PMコース
13：15～13：30

3月14日㈬ ポピーくらぶ
リトミックを行います9：45～10：00 8か月～就園前のお子さん ゆうゆう館

3月6日㈫ 3歳児健診13：00～14：00 平成20年12月生 ゆうゆう館
3月7日㈬ ポピーくらぶ9：45～10：00 就園前のお子さん きらら館
3月13日㈫ 1歳6か月児健診13：00～14：00 平成22年8月生 ゆうゆう館

保健メモ　2月号　2月16日→3月14日

自
殺
予
防
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

広
報
し
も
つ
け　
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問い合わせ先 環境課 40-5559

冬
の
節
電　

２
月
は
省
エ
ネ
月
間

収
集
委
託
事
業
者
に
よ
る

地
域
貢
献
！

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

利
用
者
み
ん
な
の
協
力
で
清
潔
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

今
冬
の
電
力
需
給
は
昨
夏
ほ

ど
深
刻
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
家
庭
に
お
き

ま
し
て
も
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
特

に
２
月
は
冬
場
で
最
も
電
力
使

用
量
が
増
え
る
時
期
で
す
の
で
、

電
気
の
使
い
方
を
も
う
一
度
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

節
電
の
ポ
イ
ン
ト

◇
暖
房
器
具

・
室
温
は
20
℃
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
部
屋
全
体
を
暖
め
る
に
は
、
効
率

の
良
い
エ
ア
コ
ン
や
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
電
気
ス
ト
ー
ブ
や
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー

タ
ー
は
消
費
電
力
が
大
き
い
。

◇
こ
た
つ
・
電
気
カ
ー
ペッ
ト

・
温
度
設
定
を
低
め
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
下
に
断
熱
シ
ー
ト
を
敷
き
ま
し
ょ

う
。

◇
そ
の
他

・
重
ね
着
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
が
同
じ
部
屋
で
過
ご
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
暖
か
い
も
の
を
食
べ
て
体
の
中
か

ら
温
め
ま
し
ょ
う
。

・
不
要
な
照
明
は
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

有
限
中
間
法
人
栃
木
県
環

境
美
化
協
会
下
野
市
支
部
《
㈲

ア
オ
キ
・
㈲
協
同
サ
ー
ビ
ス
・

㈲
国
分
寺
産
業
・
㈲
小
堀
正

之
商
店
・
栃
南
産
業
㈱
》
に
お

い
て
、
地
域
貢
献
活
動
の一環
と

し
て
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
中

旬
に
か
け
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清

掃
活
動
（
市
内
35
箇
所
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用

者
全
員
の
協
力
に
よ
り
、
清
潔

に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
一部
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
方
の

た
め
に
、
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
事
も
お
忘
れ
な
く
！
ご
み

出
し
の
際
は
、
ル
ー
ル
を
必
ず
守

って
く
だ
さ
い
。

○
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
で
回
収
日

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

・
回
収
日
を
間
違
え
る
と
回
収

さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
り

ま
す
。

・
祝
祭
日
等
の
関
係
で
回
収
曜
日

が
変
更
さ
れ
て
い
る
月
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。（
南

河
内
・
国
分
寺
地
区
）

○
決
め
ら
れ
た
分
別
で
出
し
ま

し
ょ
う

・
分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
と
回
収

さ
れ
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
り

ま
す
。
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家

庭
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し

方
」、
も
し
く
は
「
ご
み
の
ル
ー

ル
ブ
ッ
ク
」を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
で
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

・
ス
テ
ー
シ
ョン
利
用
者
で
決
め
た

ル
ー
ル
が
あ
れ
ば
、
守
り
ま
し
ょ

う
。

・
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
ま
で

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

種
類
ご
と
に
回
収
し
ま
す
の

で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョン
に
出
さ
れ

た
も
の
が
残
っ
て
い
て
も
、
収
集

が
終
わ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
後
出
し
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
！

○
自
分
が
出
し
た
ご
み
が
回
収

さ
れ
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
特
別
な
ご
み
、
変
わ
っ
た
ご
み

を
出
し
た
と
き
は
、
回
収
さ
れ

た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
前
日
に
自
分
が
出
し
た
ご
み

が
、
翌
日
残
っ
て
い
た
ら
持
ち
帰

り
出
し
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
出
し
方
・
分
け
方
が
分
か
ら

な
い
時
は
、
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー

の
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
け

方
・
出
し
方
」、
も
し
く
は
「
ご

み
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う

・
不
安
な
場
合
や
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
市
役
所
環
境
課
に
確
認

し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

広
報
し
も
つ
け　
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下
野
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画（
案
）に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

登
録
す
る
ワ
ン
！

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

不
法
投
棄
!?

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ぼくは、自分の
住所や電話番号が
言えないワン

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
「
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
こ
れ
に
準
じ
て
循
環

型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
各
種

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
本
計
画
も
策
定
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
た
め
、
社
会
の

情
勢
の
変
化
や
関
係
法
規
制
等

の
改
正
、
施
設
計
画
等
の
進
展

を
踏
ま
え
、
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
を
行

う
も
の
で
す
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

●
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
（
案
）

●
資
料
の
閲
覧
場
所

　

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

⑵
文
書
閲
覧

﹇
文
書
閲
覧
の
場
所
﹈

①
環
境
課
（
国
分
寺
庁
舎
２

階
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室
（
１
階
ロ

ビ
ー
）

③
市
民
課
窓
口
（
南
河
内
図
書

館
２
階
）

※
閲
覧
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

●
意
見
の
募
集
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
２
月
15
日
㈬

　

※
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
、
直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合

も
、
２
月
15
日
㈬

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

●
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
郵
送　
　
　
　
　
　
　

2　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

下
野
市
役
所　

環
境
課
あ
て

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
40
）５
５
７
２

③
電
子
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　

kankyou@
city.shim

otsuke.l
g.jp④
直
接
持
参　

環
境
課
（
国
分

寺
庁
舎
２
階
）

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
際
に
は
、
氏
名
（
※
）、
住
所

（
※
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
明
記
の
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課　

☎（
40
）５
５
５
9

　

犬
を
飼
い
始
め
た
ら
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鑑
札
・
注
射
済
票
に
は
番
号

が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
万
が
一
迷

子
に
な
っ
て
も
ど
こ
で
保
護
さ
れ

て
も
飼
い
主
に
連
絡
が
き
ま

す
。

　

市
で
は
、
毎
年
４
月
に
狂
犬

病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
登
録
済
の
飼
い
主
に

は
、
実
施
日
・
会
場
を
ハ
ガ
キ
で

ご
案
内
し
ま
す
。

※
そ
の
場
で
登
録
の
手
続
き
も

行
え
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不

用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
ま
す
』　

『
譲
っ
て
く
だ
さ
い
』　

情
報
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
男
性
用
革
靴
（
未
使
用
、
黒
）・

ス
キ
ー
キ
ャ
リ
ア
・
鏡
台
・
学
習

机
用
い
す
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・
大

型
犬
用
キ
ャ
リ
ー
（
間
口
：
53㎝

　

奥
行
：
96㎝　

高
さ
：
64㎝
、
色
：

黒
、
折
り
た
た
み
可
）

・
子
供
用
自
転
車（
20
イ
ン
チ
青
）・

学
生
服
上
下

〈
譲
って
く
だ
さ
い
〉

・
南
河
内
第
二
中
学
校
女
子
用
制

服
、
体
操
着
・
シ
ニ
ア
カ
ー
（
高

齢
者
用
電
動
車
両
）・ベ
ビ
ー
カ
ー
・

東
芝
ワ
ー
プ
ロ
・
子
供
用
自
転
車
・

む
つ
み
愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
男

女
）、
体
操
着
（
男
女
）、
園
で
使

用
す
る
も
の
・
第
二
薬
師
寺
幼
稚

園
女
児
制
服
、
体
操
着
・
車
い
す
・

南
河
内
二
中
男
子
制
服
、
体
操

着
・
南
河
内
中
学
校
男
子
制
服
・

佐
野
日
大
高
等
学
校
男
子
制
服

（
体
操
着
・
靴
・
カ
バ
ン
な
ど
含

む
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
ご
み
の
不
法
投
棄
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄

さ
れ
た
ご
み
は
、
通
り
か
か
っ
た

業
者
に
頼
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た

り
、
知
り
合
い
の
知
り
合
い
に
頼

ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で

す
。
ご
み
を
業
者
等
に
依
頼
し

た
あ
と
不
法
投
棄
さ
れ
、
そ
の

業
者
等
が
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
ご
み
の
処
理
は
排
出
者
の
責

任
と
な
り
、
処
理
を
依
頼
主
が

行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
収
集
・
運
搬
を
行

う
者
は
市
の
許
可
を
受
け
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
適
正

な
処
理
を
行
わ
な
い
た
め
に
も
、

処
分
を
依
頼
す
る
場
合
は
そ
の

業
者
等
の
許
可
証
を
確
認
し
た

り
、
名
称
や
所
在
、
連
絡
先
等

が
分
か
る
名
刺
や
領
収
書
な
ど

を
も
ら
い
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

〒
3
2
9
―
0
4
9
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12
月
３
日
㈯
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
平
成
23
年
度
栃
木
県
体

育
指
導
委
員
研
究
大
会
に
お
い

て
、
10
年
の
長
き
に
亘
り
体
育

指
導
委
員
と
し
て
、地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
育
成
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
川
村
博
行
氏
、
三
橋
明

美
氏
の
両
名
が
栃
木
県
体
育
指

導
委
員
功
労
者
の
表
彰
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
宝
く
じ
助

成
事
業
を
活
用
し
、
栄
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が

お
囃
子
用
備
品
・
会
議
用

テ
ー
ブ
ル
・
会
議
用
イ
ス
・

エ
ア
コ
ン
等
を
整
備
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
助

成
事
業
は
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　

宝
く
じ
助
成
事
業
で

ま
ち
を
元
気
に

下
野
市
体
育
指
導
委
員

川
村
博
行
氏
、三
橋
明
美
氏

市
長
表
敬
訪
問

　

11
月
30
日
㈬
南
河
内
第
二
中

学
校
で
、
元
気
な
森
づ
く
り
事

業
と
し
て
栃
木
県
産
の
間
伐
材

を
活
用
し
、
1
年
生
か
ら
3
年

生
の
希
望
者
で
木
製
ベ
ン
チ
を

製
作
し
ま
し
た
。
木
の
良
さ
を

知
って
も
ら
い
、
大
切
な
森
林
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
で
す
。
背
も
た
れ
に
カ

ン
ピ
く
ん
の
焼
き
印
の
つ
い
た
立

派
な
ベ
ン
チ
が
出
来
あ
が
り
ま

し
た
。

木
製
ベ
ン
チ
を

製
作
し
ま
し
た

　

１
月
10
日
㈫
、
県
公
館
に

お
い
て
大
高
京
子
さ
ん
（
小

金
井
）
が
栃
木
県
女
性
農
業

士
に
認
定
さ
れ
、
県
知
事
よ

り
認
定
証
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
高
さ
ん
は
、
長
年
に
亘

り
地
域
女
性
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
、
現
在
で
は
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
女
性
起
業
に

当
た
る
企
業
組
合
「
ら
ん
ど

ま
あ
む
」（
農
産
物
加
工
販
売
）

の
設
立
・
運
営
に
も
携
わ
り
、

６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み

に
も
積
極
的
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
今
回
、
栃
木
県
女
性
農

業
士
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。 大

高
京
子
さ
ん
が
栃
木

県
女
性
農
業
士
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
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「
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
」が
福
島
市
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

商
工
会
青
年
部
が
ま
ち

を
き
れ
い
に

見
事
栃
木
県
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
！

夜
を
彩
る　

ク
リ
ス
マ
ス

グ
ラ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

　

お
互
い
の
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

同
士
で
親
交
が
あ
り
、震
災
後
は

義
援
金
や
義
援
物
資
の
支
援
を
行

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、今
回
交
流
会

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
福
島
市
で
は
今
で
も
放
射
線

量
が
高
く
、子
ど
も
た
ち
は
外
で

遊
ん
で
い
ま
せ
ん
。芝
生
の
上
で
遊

べ
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
で
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
『
夢

く
ら
ぶ
国
分
寺
』と
福
島
市
の『
エ

フ
・
ス
ポ
ー
ツ
』
の
交
流
会
が
12

月
18
日
㈰
、
蔓
巻
公
園
（
下
野

市
箕
輪
）
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
『
エ
フ
・
ス
ポ
ー
ツ
』
は
福
島
市

内
で
活
動
し
て
い
る
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
当
日
は
、
39

名
の
子
ど
も
た
ち
と
３
名
の
役
員

の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
餅
つ
き
や
豚

汁
、
焼
い
も
を
食
べ
た
り
、
国
分

寺
西
小
学
校
の
体
育
館
で
ボ
ー
ル

遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
㈯
、
下
野
市
の
３

商
工
会
（
石
橋
・
国
分
寺
・
南

河
内
）
青
年
部
が
南
河
内
庁
舎

付
近
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

７
回
目
を
数
え
る
こ
の
活
動

で
、
今
回
は
「
家
族
で
楽
し
め

る
運
動
」
を
テ
ー
マ
に
清
掃
活

動
後
に
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
長
は
「
今
後
も
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
㈰
、
栃
木
市
の
西

方
総
合
文
化
体
育
館
で
行
わ
れ

た
第
36
回
栃
木
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
決
勝
戦
で
、
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、Ｊ

Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
見
事

優
勝
し
、
市
長
に
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
雀
宮
南
の
強
い

粘
り
を
、
守
り
の
堅
さ
と
リ
バ

ウ
ン
ド
の
強
さ
で
振
り
切
り
ま

し
た
。

　

12
月
17
、24
日
の
土
曜
日
、

下
野
市
国
際
交
流
協
会
に
よ

り
、Ｊ
Ｒ
石
橋
駅
西
口
の
時
計

塔
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

約
１
，
０
０
０
個
の
グ
ラ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
が
並
べ
ら
れ
、
一つ

ひ
と
つ
灯
し
た
明
か
り
が
、
夜

の
街
を
彩
り
ま
し
た
。 

　

地
元
・
寿
町
こ
ど
も
お
囃

子
会
の
お
囃
子
の
演
奏
等
も

行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人
々
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
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第
６
回
下
野
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
会

●
日　

時　

３
月
11
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　

９
時
試
合
開
始

●
会　

場　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　

在
住
及
び
在
勤
者

（
以
外
の
方
と
の
チ
ー
ム
構
成
を

み
と
め
る
）
年
齢
制
限
な
し

●
チ
ー
ム
構
成

① 

交
代
競
技
者
を
含
め
４
〜
８
名

以
内
の
チ
ー
ム
構
成
と
す
る
。

②
女
子
の
部

③ 

混
合
の
部
は
コ
ー
ト
内
で
２
名
以

上
女
子
が
常
時
プ
レ
ー
す
る
こ
と

④
審
判
は
各
チ
ー
ム

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

　
（
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
競
技
種
目

① 

女
子
の
部

　
（
ネ
ッ
ト
の
高
さ
２
０
０
㎝
）

②
混
合
の
部

　
（
ネ
ッ
ト
の
高
さ
２
１
５
㎝
）

●
競
技
規
則　
社
団
法
人
日
本
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
協
会
競
技
規
則
を
適
用
す
る
。

●
競
技
方
法　

競
技
は
３
セ
ッ
ト

で
行
な
い
２
セ
ッ
ト
を
先
取
し
た

チ
ー
ム
を
勝
者
と
す
る
。

　

ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
で
先
に
21

点
を
得
た
チ
ー
ム
を
そ
の
セ
ッ
ト

の
勝
者
と
す
る
。（
ジ
ュ
ー
ス
の

場
合
は
、
２
点
を
勝
ち
越
し
た

チ
ー
ム
を
勝
者
と
す
る
。）

●
表　

彰　

優
勝
・
準
優
勝
・
３

位
ま
で
表
彰

●
申
込
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
３
月
１
日
㈭

　

午
後
５
時
ま
で
（
期
日
厳
守
）

●
申
し
込
み
先　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
参

加
申
込
書
の
設
置
、
受
付
を
行
い

ま
す
。
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

〒
3
2
9

0
5
1
9

　

下
野
市
大
松
山
１

７

１

　

☎（
52
）1
1
2
4 

　

℻（
52
）1
1
6
0

●
そ
の
他　

本
大
会
の
代
表
者
会

議
は
行
わ
ず
、
主
管
団
体
で
組
み

合
わ
せ
を
行
う
。

※ 

競
技
参
加
者
は
、
背
番
号
の
付

い
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
ま
た
は
、
ゼ
ッ

ケ
ン
を
着
用
す
る
こ
と
。（
無
い
場

合
は
、
貸
し
出
し
ま
す
。）

●
注
意
事
項　

申
し
込
み
締
め
切

り
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
は

参
加
費
を
徴
収
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部
・
海

老
原
栄
造　

☎（
48
）1
6
4
0

第
４
回
下
野
市

ク
ラ
ブ
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

●
日　

時　

３
月
18
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　

９
時
試
合
開
始

　

３
月
25
日
㈰
予
備
日

●
種　

目　

一
般
男
子
団
体
戦

　
　
　
　
　

一
般
女
子
団
体
戦

●
試
合
方
法

　

６
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

方
式
）。男
子
・
女
子
と
も
ダ
ブ
ル

ス
２
組
の
対
抗
戦
（
１
勝
・
１
敗

の
時
は
代
表
者
戦
を
行
う
）。
参

加
申
し
込
み
チ
ー
ム
数
に
よ
っ
て
、

リ
ー
グ
方
式
や
コ
ン
ソ
レ
マ
ッ
チ

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
会　

場　

国
分
寺
運
動
公
園

　
（
砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
６
面
）

●
参
加
資
格　

下
野
市
在
住
・
在

勤
の
方
２
名
以
上
を
含
む
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
４
〜
５
名
）

●
申
し
込
み

　

２
月
27
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈭

　

午
後
５
時
ま
で

　

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
持
参
く
だ
さ
い
。

　

℻（
53
）７
１
１
５
（
井
上
宅
）

で
も
受
付
ま
す
。

●
参
加
費　
（
当
日
徴
収
）

　

１
チ
ー
ム　

４
，０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニス
協
会 

井
上
和
宏

　

☎
0
9
0
-1
4
6
7
-0
2
6
5

※
ド
ロ
ー
は
当
日
に
発
表
し
ま
す
。

※ 

代
表
者
戦
の
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
日
に
発
表
し
ま
す
。

※ 

選
手
変
更
は
、
当
日
２
名
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

水
戸
偕
楽
園
観
梅
・
那
珂
湊
魚
市

場
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

〜
日
本
三
名
園
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、
広
大
な
敷
地
に
１
０
０
種

類
３
，０
０
０
本
の
梅
が
咲
き
乱

れ
る
早
春
の
ひ
と
と
き
を
気
楽
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
〜

●
日　

時　

３
月
11
日
㈰

　

午
前
７
時
30
分
出
発
、
午
後
５

時
帰
着
予
定
（
雨
天
決
行
）

●
コ
ー
ス　

水
戸
偕
楽
園
（
巡
回

コ
ー
ス
散
策
）
〜
那
珂
湊
魚
市
場

で
昼
食
と
お
買
い
も
の

●
募
集
対
象　

小
学
生
（
保
護
者

付
き
）
以
上　

先
着
25
名
（
19
名

未
満
の
場
合
は
中
止
）

●
交　

通　

貸
切
観
光
バ
ス

●
参
加
費　

会
員
２
，８
０
０
円
、

会
員
外
３
，３
０
０
円
（
交
通
費
、

保
険
、
諸
経
費
）

◆
昼
食
は
那
珂
湊
魚
市
場
森
田
水

産
の
「
刺
身
定
食
」
を
予
定
（
自

己
負
担
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
折
り
た
た

み
傘
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー

●
引　

率　

ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ

●
申
込
締
切　

２
月
23
日
、
以
降

は
定
員
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
の
夢

く
ら
ぶ
国
分
寺
事
務
局（
担
当
：
増

山
☎（
44
）０
８
４
９
、
毎
週
火
、

水
、
木
曜
日　

午
前
８
時
30
分
・

午
後
５
時
15
分
に
在
席
）

Let’s SPORTSLet’s SPORTS
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23　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY

　

１
月
９
日
㈪
冬
の
風
物
詩
「
第

６
回
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
通
算

38
回
）」
が
快
晴
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会
入
賞
者

 

（
下
野
市
在
住
者
）（
敬
称
略
）

●
ハ
ー
フ
一
般
女
子

　

５
位　

横
井　

里
子

●
５
㎞
一
般
女
子

　

６
位　

石
橋　

順
子

●
５
㎞
中
学
生
男
子

　

２
位　

星
野　

拓
巳

●
５
㎞
中
学
生
女
子

　

１
位　

岡
本　

花
梨

　

５
位　

松
浦　

麻
美

●
３
㎞
小
学
生
男
子（
5
・
6
年
生
）

　

２
位　

中
村　

歩
夢

●
３
㎞
小
学
生
女
子（
5
・
6
年
生
）

　

６
位　

木
村　

咲
乃

●
２
㎞
小
学
生
男
子（
3
・
4
年
生
）

　

４
位　

佐
藤　

隼
平

　

５
位　

伊
沢　

太
一

　

６
位　

川
崎　

麟
斗

●
１
㎞
親
子
ペ
ア

　
（
小
学
1
〜
2
年
生
と
そ
の
父
親
）

　

２
位 

木
村 

則
彦
・
蒼
希

●
１
㎞
親
子
ペ
ア

　
（
小
学
1
〜
2
年
生
と
そ
の
母
親
）

　

１
位　

福
永　

真
弓
・
琉
妃

　

３
位　

大
島　

智
子
・
叶
夢

　

５
位　

塚
原　

香
織
・
未
来
琉

　

６
位　

生
井　

明
美
・
里
佳

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）1
1
2
4

　

12
月
11
日
㈰
に
第
６
回
下
野
市

南
河
内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
で
は
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
も
と
、
永
盛
賢
太
郎
選
手

（
南
河
内
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
Ｕ

12
）
が
力
強
く
宣
誓
し
、

熱
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
晴
天
に
恵
ま
れ
、
一
般
チ

ー
ム
５
チ
ー
ム
、
中
学
生
チ
ー
ム

８
チ
ー
ム
、
小
学
生
チ
ー
ム
11
チ

ー
ム
、
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
15
チ
ー

ム
計
39
チ
ー
ム
、
総
勢
２
７
３
名

（
補
欠
選
手
及
び
監
督
、
チ
ー
ム

役
員
を
入
れ
る
と
約
４
５
０
名
）

の
選
手
達
が
、
１
本
の
タ
ス
キ
を

つ
な
ぐ
た
め
に
、
力
強
い
走
り
で
、

私
達
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
一
般
の
部　

５
チ
ー
ム

優
勝 

石
橋
高
等
学
校
野
球
部
Ａ

準
優
勝　

自
治
医
大

第
３
位　
石
橋
高
等
学
校
野
球
部
Ｂ

●
中
学
生
の
部　

８
チ
ー
ム

優
勝　
国
分
寺
中
学
校
陸
上
競
技
部

準
優
勝　

南
河
内
第
二
中
学
校
Ａ

第
３
位　

南
河
内
第
二
中
学
校
Ｂ

●
小
学
生
の
部　

11
チ
ー
ム

優　

勝　

薬
師
寺
ス
ポ
ー
ツ
Ａ

準
優
勝　

吉
田
西
ク
ラ
ブ
Ａ

第
３
位　
石
橋
ジュニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ

●
オ
ー
プ
ン
の
部　

15
チ
ー
ム

優　

勝　

壬
生
町
チ
ー
ム
Ｂ

準
優
勝　
上
三
川
老
童
ク
ラ
ブ
Ａ
絆

第
３
位　

壬
生
町
チ
ー
ム
Ａ

●
特
別
賞

３
度
目
の
正
直
は
で
き
た
で
賞

　

リ
バ
ト
ラ
（
一
般
の
部
）

も
う
一
つ
順
位
を
あ
げ
ま
賞

　

チ
ー
ム
石
中
（
中
学
生
の
部
）

楽
し
く
走
れ
た
で
賞

　
南
河
内
中
学
校
選
抜（
中
学
生
の
部
）

お
し
か
っ
た
で
賞

　

吉
田
東
グ
ラ
ン
パ
ス
Ａ
（
小
学

　

生
の
部
）

初
出
場
で
来
年
も
参
加
し
ま
賞

　

国
分
寺
西
学
童（
小
学
生
の
部
）

遠
か
っ
た
で
賞

　

那
須
だ
い
す
き
牛
乳
（
オ
ー
プ

　

ン
の
部
）

総
合
記
録
が
11
位
、
12
月
11
日
開

催
で
当
日
賞

　

本
郷
北
Ｆ
Ｃ
・
Ａ

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）1
1
2
4

走
り
初
め
! 

第
６
回
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
６
回
下
野
市
南
河
内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会

走
る
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震
災
に
負
け
な
い
笑
顔
と
プ
レ
ー

　

11
月
26
・
27
日
に
国
分
寺
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
主
管
と
な
り
、
天
平
カ
ッ

プ
下
野
国
分
寺
交
流
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
が
あ
り
、
現
在
も
ご
苦
労

さ
れ
て
い
る
宮
城
県
女
川
町
の
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
女
川
フ
ィ
ー
バ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
」
の
選
手
の
皆
様
を
招
待
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
合
同
練
習
と
友
愛
館

で
の
食
事
会
（
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
）
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
２

日
目
は
、
東
京
・
埼
玉
の
チ
ー
ム

を
加
え
、
４
チ
ー
ム
で
試
合
を

行
い
ま
し
た
。
女
川
の
選
手
の

「
私
た
ち
は
負
け
な
い
。」
と
い
う
、

強
い
気
持
ち
の
プ
レ
ー
に
心
打
た

れ
ま
し
た
。
12
月
25
日
に
は
、
福

島
県
の
２
チ
ー
ム
を
含
め
た
８

チ
ー
ム
で
の
交
流
会
を
石
橋
体
育

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

  　

12
月
４
日
㈰
、
大
松
山
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ

交
流
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
下

野
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
17
単

位
団
、
約
３
０
０
名
の
団
員
と
約

40
名
の
指
導
者
た
ち
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
他
の
団
員
の
模
範
と
な

る
団
員
へ
送
ら
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
優
良
団
員
表
彰
が
開
会
式

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
優
良
団
員
表
彰
（
敬
称
略
）

吉
田
東
グ
ラ
ン
パ
ス　

伊
澤
優
太
、

吉
田
西
ク
ラ
ブ　

川
井
暖
登
、
南

河
内
サ
ッ
カ
ー　

ダ
ム
デ
ィ
ン
ド
ル

ヅ
ェ・
ビ
ル
グ
ー
ン
、
Ｊ
Ｂ
Ｃ
男
子

石
神
優
、
パ
ル
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ　

田
中
和
樹
、
石
橋
ク
ラ
ブ
野
球　

篠
﨑
天
馬
、
石
橋
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ　

佐
藤
菜
々
子
、
古
山
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

蘆
田
さ
く
ら
、

下
野
Ｆ
Ｃ
レ
ッ
ド
ス
タ
ー　

古
内
健

太
郎
、
石
北
野
球
ク
ラ
ブ　

内
藤

潤
、
石
橋
シ
ュ
ー
タ
ー
ズ
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

原
田
絢
加
、
石
橋

Jr
陸
上　

巽
友
寛
、
石
橋
ジ
ュニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

神
永
真
生
、
石
橋

グ
リ
ム　

石
田
恵
渚
、
Ｊ
Ｈ
Ｃ
い
し

ば
し　

濱
野
元
春
、
国
分
寺
イ
ー

グ
ル
ス　

金
子
太
陽
、
国
分
寺
西

学
童　

篠
﨑
諒
太
、
国
分
寺
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

遠
藤
愛

美
、
ア
イ
セ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

三
輪
和
希
、
下
野T

H
U
N
D
ER 

K
ID
’S W

REST
LIN
G 

髙
山
塁
、

祇
園
空
手　

村
松
伶
士

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）1
1
2
4

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
表
彰

　

12
月
3
日
㈯
に
栃
木
県
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

「
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導

者
研
修
大
会
」
で
、
南
河
内
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
山
茂

氏
が
普
段
か
ら
の
熱
心
な
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
活
動
が
認
め
ら
れ
、
日

本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
指
導
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
氏
は
旧
南
河
内
町
の
頃
か

ら
、
指
導
者
と
し
て
南
河
内
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
及

び
運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
下
野
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
設
立
時
か
ら
、
下

野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
副
本
部
長
、

指
導
者
協
議
会
運
営
委
員
長
と
し

て
精
力
的
に
運
営
に
携
わ
り
、
栃

木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
協

議
会
委
員
と
し
て
現
在
も
活
躍
中

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

天
平
カ
ッ
プ
下
野
国
分
寺
交
流
会
を
開
催
ク
ラ
ブ
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

笑
顔
は
じ
け
る 

宮
城
県 

女
川
ミ
ニ
バ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
祭
典

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
交
流
大
会
を
盛
大
に
開
催
!

友愛館での食事会

合同練習 フリースロー大会
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生涯学習だより

下
野
市
人
権
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週

間
に
併
せ
て
、
12
月
10
日
㈯
の
午

後
に
南
河
内
公
民
館
で
、
人
権
教

育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
命
〜
被
災

地
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
、
生
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
〜
」
と
題
し
、

作
家
の
大
沼
え
り
子
さ
ん
を
お
招

き
し
て
、
保
護
司
と
し
て
活
動
し

て
こ
ら
れ
た
経
験
と
、
お
住
ま
い

が
あ
る
名
取
市
に
お
け
る
東
日
本

大
震
災
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
地
震
直
後
に
大
沼
さ
ん

が
見
た
光
景
や
人
々
の
姿
に
つ
い

て
、
様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
に

話
さ
れ
た
内
容
を
聞
い
て
、
参
加

し
た
人
た
ち
の
目
に
は
涙
が
浮
か

ん
で
い
ま
し
た
。
悲
し
く
て
辛
く

て
、
で
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
、

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
の
出

来
事
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
命
の

大
切
さ
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
素

晴
ら
し
い
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
支
援
講
座

合
同
閉
講
式
を
開
催
し
ま
し
た

　

退
職
さ
れ
た
方
が
第
２
の
人
生

を
充
実
さ
せ
る
生
き
方
を
学
ぶ
た

め
、
市
内
４
つ
の
公
民
館
で
開
催

し
て
き
た
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
支

援
講
座
の
合
同
閉
講
式
を
12
月
10

日
㈯
の
午
前
に
南
河
内
公
民
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
「
７
つ
の
別
れ　

７
つ
の
出
会

い
」
と
題
し
た
テ
ー
マ
の
も
と
、

茨
城
大
学
准
教
授
の
長
谷
川
幸
介

先
生
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
研
究
所
代
表
の

外
岡
仁
先
生
を
お
招
き
し
て
、
お

二
人
の
掛
け
合
い
に
よ
る
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

無
縁
社
会
や
孤
独
死
の
よ
う
な

悲
し
い
状
況
を
作
る
「
７
つ
の
別

れ
」
と
、
意
識
す
る
こ
と
で
楽
し

く
充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

送
る
き
っ
か
け
と
な
る
「
７
つ
の

出
会
い
」
に
つ
い
て
、
先
生
方
の

経
験
を
基
に
し
た
お
話
で
し
た
。

　

お
二
人
の
掛
け
合
い
に
よ
る
講

演
は
、
漫
才
で
は
と
思
え
る
ほ
ど

絶
妙
で
、
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
か
ら
も
「
大

い
に
笑
え
た
」「
生
き
る
喜
び
を

も
ら
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
、

皆
様
が
と
て
も
生
き
生
き
と
し
た

表
情
で
会
場
を
あ
と
に
さ
れ
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

青
少
年
育
成
講
座

「
す
き
る
あ
っ
ぷ
！ 

遊
び
の
達
人

講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

身
近
な
も
の
を
使
っ
た
遊
び
や
、

手
軽
に
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
体
験
す
る
講
座
で
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
活
動
す
る
際
に
役
立
つ

ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。

●
日
程
、
講
座
内
容

　

第
1
回　

3
月
10
日
㈯

　
「
な
に
つ
く
る
？ 

子
ど
も
と
の

ク
ラ
フ
ト
遊
び
」

　

第
2
回　

3
月
17
日
㈯

　
「
子
ど
も
た
ち
を
魅
了
せ
よ
！

レ
ク
の
い
ろ
い
ろ
」

●
時　

間

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
講　

師

　

栃
木
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
講
師

●
対　

象

　

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
お

よ
び
30
歳
以
下
の
社
会
人

●
場　

所　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

●
定　

員　

20
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）1
1
1
9

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各

国
の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、

相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い

国
際
的
視
野
と
国
際
協
調
の
精
神

を
身
に
付
け
た
時
代
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、

青
年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
現
在
、
平
成
24
年
度
に
実
施
す

る「
国
際
青
年
育
成
交
流
」（
９
月
）、

「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」（
９

月
）、「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交

流
」（
９
月
）、「
青
年
社
会
活
動
コ

ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
10
月
）、「
世
界
青
年
の
船
」（
平

成
25
年
１
〜
３
月
）、「
東
南
ア
ジ

ア
青
年
の
船
」（
10
〜
12
月
）
の
参

加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

内
閣
府
子
ど
も
若
者
・
子
育
て

施
策
総
合
推
進
室
青
年
国
際
交
流

担
当
（
☎
03（
３
５
８
１
）１
１
８

１
、http://w

w
w
.cao.go.jp/

koryu/

）
ま
た
は
栃
木
県
青
少

年
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
０
２
８

̶

６
２
３̶

３
０
７
６
）
ま
で
。

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

講演会の様子

セカンドステージ支援講座合同閉講式

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号
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生涯学習情報センター通信

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信
（
第
47
号
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

☎（
40
）０
９
１
１

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信
（
第
47
号
）

パ
ソ
コ
ン
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

受
講
者
募
集

（
下
野
P
C
愛
好
会
・
生
涯
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
協
働
事
業
）

〈
ワ
ー
ド
で
出
来
る
お
絵
か
き
〉

　

ワ
ー
ド
の
「
図
形
」
を
利
用
し

て
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
イ
ラ
ス

ト
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

●
日　

時

　

２
月
28
日
、
３
月
６
日
、
３
月

13
日
（
す
べ
て
火
曜
日
）
全
３
回

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会　

場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
定　

員　

10
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
対
象
者

　

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
を
修
了
、
ま

た
は
同
程
度
の
操
作
技
術
を
お
持

ち
の
方

●
費　

用　

資
料
代
5
0
0
円

　
（
２
月
28
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
講　

師

　

下
野
P
C
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

●
受　

付

　

２
月
20
日
㈪　

午
前
９
時
〜

　
（
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
）

※ 

テ
キ
ス
ト
は
下
野
P
C
愛
好
会

作
成
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

※ 

パ
ソ
コ
ン
は
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

　

W
indow

s7  O
ffi  ce

2010 
対

応O
ffi  ce2003 

を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
も
参
加
可
能
で
す
。

※ 

初
日
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
下
野
市
緑
3
-5
-1
）

　

☎（
40
）0
9
1
1

　

℻（
44
）6
6
4
4

震
災
か
ら
１
年

　

昨
年
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
、
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
出
来
事
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の

方
々
は
、
ふ
る
さ
と
の
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
、
日
常
の
平
安
な

生
活
を
取
り
戻
し
た
い
と
懸
命
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
被
災
地
か
ら
市
内
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
々
を
支
援
し
よ
う
と

立
ち
上
が
っ
た
団
体
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
活
動
状
況
を
紹
介
し

ま
す
。

あ
じ
さ
い
お
茶
会

代
表　

中
嶋　

孝
子

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
の
避
難
者
が
お
互
い

に
思
い
思
い
の
こ
と
を
語
り
合
い
、

情
報
交
換
が
で
き
る
交
流
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
23

年
５
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
６
月
８
日
に
は
、

21
名
の
避
難
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
情
報

セ
ン
タ
ー
と
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
避
難
先
で
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
も
加
わ
り
、
ま

た
、
こ
の
会
場
で
思
い
が
け
ず
ふ

る
さ
と
の
友
人
と
涙
の
再
会
を
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

避
難
者
の
ひ
と
り
、
南
相
馬
市

の
方
は
、
津
波
で
流
さ
れ
た
「
法

螺
貝
」
を
見
つ
け
吹
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
一
同
感
激
、
涙
を
流

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
新

相
馬
節
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
出

し
て
し
ま
い
声
に
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
み
ん
な
ふ
る
さ
と
を
思
い

早
く
帰
り
た
い
と
い
う
願
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

♪ 

遥
か
彼
方
は
〜
相
馬
の
空
よ
〜

相
馬
恋
し
や
〜
懐
か
し
や
〜
♪♪

　

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
に
よ
り
、
衣
類
や
お
米
、
野

菜
等
の
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
交
流
会
用
の
お
茶
や
茶

菓
子
の
提
供
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

避
難
者
の
自
立
の
道
は
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
避
難
者
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら

も
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
じ
さ
い
お
茶
会

　
　

中
嶋　

☎（
44
）8
3
8
9

　
　

石
嶋　

☎（
53
）6
8
3
8

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」

相
談
窓
口

　

左
記
の
日
程
に
よ
り
、「
Ｙ
ｏ

ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
の
パ
ソ
コ
ン
操

作
に
つ
い
て
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
相
談
、
指
導
等
に
応
じ
ま

す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員
募
集
中

●
２
月
〜
３
月
の
相
談
日

　

２
月
２
日
、９
日
、16
日
、23
日
、

３
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、

29
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）

●
時　

間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
会　

場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）0
9
1
1

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http//shim

otsuke.

　

genki365.net

あじさいお茶会の様子

ワードで作った
麦わら帽子

広
報
し
も
つ
け　
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･
２
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こどもは風の子　元気な子

わ
ら
草
履
作
り
の
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
26
日
㈯
に
「
わ
ら
草
履
を
作
ろ
う
」
の
体
験

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
建
築
さ

れ
、
移
設
し
た
民
俗
資
料
館
「
夜
明
け
前
」
で
昔
の

生
活
の
体
験
を
し
な
が
ら
、
市
内
在
住
の
青
木
藤
太

先
生
・
青
木
貞
夫
先
生
の
指
導
の
も
と
、
参
加
し
た

児
童
達
が
わ
ら
草
履
を
作
り
ま
し
た
。
最
初
は
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、
き
ち
ん
と
両
足
分
の
草
履

が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

ふ
く
べ
細
工
作
り
の
講
座
を
行
い
ま
し
た

　

12
月
17
日
㈯
に
下
野
市
テ
ー
マ
館
で
「
ふ
く
べ
細

工
作
り
」
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
し
も
つ
け
地

域
活
性
化
委
員
会
副
会
長
青
柳
庄
一
先
生
の
指
導
の

も
と
、
道
の
駅
し
も
つ
け
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
「
カ
ン
ピ
く
ん
」
を
題
材
と
し
た
ふ
く

べ
細
工
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
カ
ン
ピ
く
ん
を
描
き
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

国
分
寺
西
小
学
校
の
全
児
童
が
下
野
国
分
寺
跡

の
落
葉
さ
ら
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た

　

12
月
15
日
㈬
に
里
山
活
動
の
一
環
と
し
て
国
分
寺

西
小
学
校
の
全
児
童
が
国
指
定
史
跡
の
下
野
国
分
寺

跡
の
落
葉
さ
ら
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

年
々
史
跡
整
備
が
進
ん
で
い
る
下
野
国
分
寺
跡
の

説
明
を
聞
い
た
後
で
、
復
元
さ
れ
た
塔
跡
基
壇
な
ど

に
た
ま
っ
た
落
葉
や
、
風
で
落
ち
た
小
枝
を
集
め
て

い
た
だ
き
史
跡
地
が
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
清
掃
活

動
を
と
お
し
、
身
近
に
あ
る
文
化
財
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
後
世
に
伝
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
ど
も
は
風
の
子  

元
気
な
子 

●
問
い
合
わ
せ
先　

文
化
課
☎（
52
）１
１
２
０

広
報
し
も
つ
け　
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成人おめでとうございます成人おめでとうございます祝成人おめでとうございます成人おめでとうございます成人おめでとうございます成人おめでとうございます
新たな門出を祝いました新たな門出を祝いました新たな門出を祝いました新たな門出を祝いました

●
主
な
で
き
ご
と

５
月　

 

横
綱
・
千
代
の
富
士

が
通
算
1
0
4
5

勝
と
い
う
記
録
を
残

し
て
引
退
表
明

６
月　

 

長
崎
県
の
雲
仙
普
賢

岳
で
大
火
砕
流
が
発

生

10
月　

 

秋
篠
宮
紀
子
さ
ま
が

長
女
を
ご
出
産

３
月　

 

東
海
道
新
幹
線
「
の

ぞ
み
」
が
運
行
開
始

●
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

　

 Santa Fe

（
宮
沢
り
え
・

篠
山
紀
信
撮
影
）、
も
も

の
か
ん
づ
め
（
さ
く
ら
も

も
こ
）、血
族（
シ
ド
ニ
ィ
・

シ
ェ
ル
ダ
ン
）

●
流
行
語

　

 

じ
ゃ
あ
〜
り
ま
せ
ん
か
、

僕
は
死
に
ま
し
ぇ
〜
ん
、

ダ
ダ
ー
ン 

ボ
ヨ
ヨ
ン 

ボ

ヨ
ヨ
ン
、ダ
ン
ス
甲
子
園
、

火
砕
流
、
ひ
と
め
ぼ
れ
、

地
球
に
や
さ
し
い
、
川
崎

劇
場
、
八
月
革
命
、
若
貴
、

紺
ブ
レ

平
成
３
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日

新成人の生まれた年はこんな年でした

南河内 南河内 
会場会場

祝　成人式

　１月８日（日曜日）、大人の仲間入りを果たす若者を励ます成人式が市内３会場で開
催され、総勢543人が参加し大人の仲間入りを祝いました。
　会場では、艶やかな振袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人たちが、大人になった
喜びと懐かしい友人たちとの再会に明るい笑顔を浮かべながら、人生の節目となる大切
な日を楽しみました。新成人の皆さんのこれからのご活躍を期待しています。

実行委員の皆さん

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
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石　橋 石　橋 
会場会場

国分寺 国分寺 
会場会場

祝　成人式

実行委員の皆さん

実行委員の皆さん

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

下
野
市
に
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
な
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
１
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〜
地
域
で
広
げ
よ
う
消
費
者
の
安
全
・
安
心
〜

第
２
回
下
野
市
消
費
者
ま
つ
り
開
催

と　

き　

３
月
３
日
㈯

と
こ
ろ　

国
分
寺
公
民
館

（
小
金
井
１
１
２
７
）

　

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。

身
近
な
生
活
に
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

模
擬
店
も
多
数
出
店
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

放射性物質の正しい情報を知り

賢い消費者になりましょう !!

入場無料

●時　間　午前10時30分～11時30分
●場　所　国分寺公民館 大ホール
●内　容

「放射性物質が健康に
　　及ぼす影響と食品の

安全性について」

●講　師　 （独）放射線医学総合研究所
　　　　　緊急被ばく医療研究センター

　　　　　後
ご

藤
とう

  孝
たか

也
や
氏

※詳細については、ホームページ、市発行の
　チラシをご覧ください。なお、チラシは作
　成次第各公共施設で配付します。

●主　催　下野市・下野市
　　　　　　　　消費者まつり実行委員会

消費者まつり

演 奏 会

防災やエコイベント

参加団体等の活動展示

午前９時45分～
　南河内中学校吹奏楽部による
　オープニング演奏

午前10時10分～
　薬師寺幼稚園年中児による
　メロディオン演奏

午後０時45分～
　古山小学校吹奏楽部による
　フィナーレ演奏

石橋消防署による
●煙道体験
●水消火器体験
●火災報知器つけてます？ など

環境課による
●電気自動車展示
●放射線測定、ゴミ減量化展示など

模擬店では、おいしいものが
たくさんあるよ♪
あったか～い食べ物や飲み物が
たくさん。
遊びに来てね～♪♪

●ほかほかまんじゅうと焼きそば
●ニラ入りすいとん
●ちょっとティータイム
●アクリルたわしを編みましょう
●住宅耐震化ってなあに？
●消費生活相談コーナー など

生活安全課 ☎40－5555問い合わせ先

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
１
時

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

後
期
旧
石
器
時
代
（
１
万
３
千
年
前
頃
）
の
遺
跡
が
市
内
で
複
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】
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日
本
人
に
と
っ
て
の
茶
道
・
外
国
人

に
と
っ
て
の
茶
道

　
「
趣
味
は
な
ん
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
る
と
、

昔
は
「
さ
ど
う
で
す
。」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
「
え
っ
、
サ
ド
ウ
っ
て
？
」
と
一
回

で
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
よ
う
な
反
応
が
若

い
人
達
か
ら
多
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
や
は

り
私
の
発
音
が
悪
い
せ
い
だ
と
思
い
、「
日

本
の
お
茶
で
す
」
と
か
「
茶
の
湯
で
す
」
と

答
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
の
趣
味

に
相
手
は
大
抵
び
っ
く
り
す
る
よ
う
で
、
あ

ま
り
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
今
の
時
代
、

日
本
人
は
あ
ま
り
お
茶
を
た
し
な
ま
な
い
し
、

自
分
で
着
物
を
着
ら
れ
る
人
も
段
々
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
外
国
人
と
し
て
お
茶
の

お
稽
古
を
す
る
の
は
と
て
も
珍
し
い
よ
う
で

す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
日

本
な
ど
の
ア
ジ
ア
で
は
欧
米
の
も
の
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
逆
に
ド
イ
ツ
な
ど
欧

米
で
は
ア
ジ
ア
の
も
の
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ど
う
し
て
茶
道
が
好
き
な
ん
で
す
か
？
」

「
茶
道
っ
て
ち
ょ
っ
と
つ
ま
ら
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？
」
と
聞
く
人
も
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
お
茶
の
魅
力
に
つ
い
て

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
は
、私
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
茶
道
歴
は
合
わ
せ
た
ら
二
年
く
ら
い

で
す
。
初
め
て
京
都
に
留
学
を
し
た
時
、
優

し
い
先
生
の
お
か
げ
で
お
薄
と
濃
茶
を
い
た

だ
い
て
、
お
稽
古
も
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
と
き
に

お
稽
古
を
再
開
し
、
ド
イ
ツ
に
帰
っ
て
か
ら

も
お
稽
古
を
続
け
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
北
西

部
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
美
術
工

芸
博
物
館
に
は
裏
千
家
の
茶
室
が
あ
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
人
に
日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る
た
め

に
、
裏
千
家
の
家
元
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

と
先
生
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

一
か
月
に
一
回
、
茶
道
の
実
演
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
実
演
会
の
薄
茶
運
び
点
前
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
見
学
の
お
客
様
が
お
菓
子
と

お
茶
を
召
し
上
が
り
ま
す
。
反
応
を
見
る
の

は
と
て
も
面
白
く
て
、
や
は
り
お
茶
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
時
着
て
い
る
着
物
や
帯
に
つ

い
て
の
質
問
も
多
い
で
す
。
帯
の
形
に
つ
い

て
「
ど
う
し
て
後
ろ
に
枕
み
た
い
な
も
の
が

あ
る
ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
抹
茶
が
苦
手
な
人
も
多
い
の

で
す
が
、
お
茶
の
実
演
会
は
小
さ
い
子
供
で

も
真
剣
に
見
て
く
れ
ま
す
。
や
は
り
雰
囲
気

が
良
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

私
が
茶
道
を
好
き
な
理
由

　

お
茶
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
と
聞

か
れ
た
ら
、
全
て
の
日
本
文
化
を
表
し
て
い

る
茶
の
湯
が
好
き
だ
と
い
う
返
事
を
し
ま
す
。

お
茶
の
お
稽
古
を
す
る
と
な
に
よ
り
落
ち
着

け
る
し
、
日
常
生
活
か
ら
抜
け
出
し
、
茶
の

湯
の
世
界
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は

普
段
は
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
、
日
本
人
よ

り
も
早
く
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

何
故
か
は
自
分
で
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
茶
庭
に
い
て
、
露
地
の
飛
び
石
の

上
を
歩
き
な
が
ら
自
然
を
鑑
賞
し
、

心
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一
心

に
眺
め
た
ら
発
見
で
き
る
も
の
が

多
い
で
す
。
散
り
散
り
に
な
っ
た
落

ち
葉
、
青
苔
の
生
え
た
石
、
手
水
鉢

の
中
の
花
や
葉
。
茶
室
に
入
る
と
と

て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。
お
茶
を

点
て
る
人
も
お
客
さ
ん
も
、
お
茶
を

す
る
と
心
が
落
ち
着
け
ま
す
。
ま
だ

「
和
・
敬
・
静
・
寂
」
を
言
え
る
立

場
に
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

気
持
ち
に
近
い
で
す
。
夏
の
蝉
の
声
、
床
の

間
に
置
い
て
あ
る
花
の
上
の
水
滴
、
涼
し
そ

う
な
和
菓
子
や
お
茶
碗
―
冬
は
炭
を
焚
く
音

と
香
り
で
暖
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
全
て
こ
れ

が
侘
び
寂
と
い
う
も
の
で
す
。

　

優
し
い
先
生
の
お
言
葉
に
甘
え
て
、
伝
統

的
な
茶
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
、

と
て
も
感
動
し
、
絶
対
に
忘
れ
ら
れ
な
い
経

験
を
し
ま
し
た
。
特
に
先
生
方
と
茶
道
の
先

輩
方
と
茶
事
を
す
る
時
に
お
茶
の
心
を
感
じ

ま
し
た
。
お
茶
の
世
界
だ
と
、
流
派
に
係
ら

ず
全
て
の
も
の
を
と
て
も
大
事
に
し
、
尊
重

し
ま
す
。
無
駄
な
動
き
も
な
く
、
季
節
や
時

間
を
大
切
に
し
、
楽
し
め
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
言
葉
を
使
え
ば
良
い
の
か
分

か
ら
な
い
で
す
が
、「
お
茶
の
世
界
」
は
完

璧
な
雰
囲
気
で
あ
り
、
一
期
一
会
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
言
で
い
え
ば
、
茶
室
に
あ
る
茶
碗
の
中

の
抹
茶
の
色
と
香
り
は
趣
深
い
で
す
！

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 
外
国
で
も
茶
道
を
習
え
ま
す
よ
！

　
　

な
ぜ
日
本
の
茶
の
湯
が
大
好
き
な
の
か
？ 

国際交流

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

旧
石
器
時
代
〜
縄
文
時
代
頃
に
は
、
市
内
に
大
型
の
ケ
モ
ノ
（
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
・
ウ
サ
ギ
な
ど
）
が
た
く
さ
ん
い
た
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
２　
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図書館インフォメーション

図書館図書館インフォメーション図書館図書館インフォメーション図書館インフォメーション
2月 図書館カレンダー

ホームページへアクセス!（蔵書の予約と検索ができます）

QRコード

http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/

携帯アドレスはこちら
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/i/

LIBRARY  INFORMATION
★
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

石
橋
図
書
館  

☎（
52
）1
1
3
6

　

国
分
寺
図
書
館  

☎（
44
）3
3
9
9

　

南
河
内
図
書
館  

☎（
48
）2
3
9
5

○
石
橋
図
書
館
の
休
館
日

□
南
河
内
・
国
分
寺
図
書
館
の
休
館
日

■
国
分
寺
図
書
館
の
休
刊
日（
蔵
書
整
理
）

金
３
10
17
24

土
４
11
18
25

木
２
9
16
23

水
１
8
15
22
29

火

7
14
21
28

日

５
12
19
26

月

６
13
20
27

2月 図書館カレンダー
□

石
橋
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

２
月
８
日
（
第
２
水
曜
日
）

　

金
原 

ひ
と
み
著『
蛇
に
ピ
ア

ス
』を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

2
階
研
修
室

●
お
は
な
し
会

２
月
４
日
（
第
１
土
曜
日
）

　

絵
本
よ
み
き
か
せ
な
ど

２
月
18
日
（
第
３
土
曜
日
）

　

絵
本
よ
み
き
か
せ
な
ど

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所

　

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

２
月
18
日
（
第
３
土
曜
日
）

時　

間　

午
後
３
時
か
ら

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

国
分
寺
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会

　

蔵
書
点
検
の
た
め
お
休
み
と

な
り
ま
す
。

●
読
書
会

　

２
月
25
日
（
第
４
土
曜
日
）

　

大
原 

富
枝
著
『
忍
び
て
ゆ

か
な
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

国
分
寺
図
書
館
蔵
書
点
検
の

お
知
ら
せ

　

２
月
14
日
㈫
か
ら
22
日
㈬
ま

で
の
間
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休

館
と
な
り
ま
す
。

　

返
却
資
料
等
は
開
館
し
て
い

る
石
橋
図
書
館
・
南
河
内
図
書

館
か
、
国
分
寺
図
書
館
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

南
河
内
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

２
月
11
日
（
第
２
土
曜
日
）

　

吉
村 

昭
著
『
魚
影
の
群
れ
』

を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

南
河
内
公
民
館

●
人
形
劇

　

人
形
劇
団
「
ぽ
ぽ
」
が
や
っ

て
く
る
！

日　

時　

２
月
25
日
㈯

　

午
前
11
時
〜
正
午

題　

目　

人
形
芝
居

　
「
若
返
り
の
水
」
他

場　

所　

南
河
内
公
民
館

　
　
　
　
（
視
聴
覚
室
）

※ 

開
場
時
間
は
、
午
前
10
時
50

分
か
ら
に
な
り
ま
す
。

※ 

紙
し
ば
い
と
読
み
語
り
＆
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
は
２
月
は
お

休
み
し
ま
す
。

図書館　購入図書のご案内（一部）

<一般書>
御隠居忍法刺客百鬼（石）･･･････････････ 高橋義夫
政治家の殺し方（石） ･････････････････････中田 宏
加藤清正虎の夢見し（石） ･････････････････津本 陽
真夜中の手紙（国） ･･･････････････････････宮本 輝
ジョン・マン 大洋編（国） ･････････････････山本一力
巴里茫々（国） ･･･････････････････････････北 杜夫
クイズで楽しむ日本語のふしぎ（南） ････････ 高橋こうじ
日本の論点 2012（南）
東京ポロロッカ（南） ･･･････････････････････原 宏一

<児童書>
あかちゃんになったおばあさん（石）  いもとようこ
ポケモンわくわく超めいろ（石）･･･････ 嵩瀬ひろし
雨あがりのメデジン（石）･･･ アルフレッド・ゴメス
まいごの、まいごの、ゴンザレス（国）･･･ 服部千春
たんじょうびおめでとう！（国）
　　　　････････ マーガレット・ワイズ・ブラウン
ようちえんにいくんだもん（国）･････････ 角野栄子
ひみつ（南）･･･････････････････････････ 福田隆浩
魔法の泉への道（南）･･･････ リンダ・スー・パーク
どうぶつげんきにじゅういさん（南）  はせがわかこ

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

自
治
医
科
大
学
周
辺
の
住
宅
地
開
発
に
先
立
ち
調
査
さ
れ
た
遺
跡
で
は
、
多
数
の
落
と
し
穴
が

見
つ
か
っ
て
お
り
、
落
と
し
穴
で
ケ
モ
ノ
を
獲
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
〇
】　
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イ
ベ
ン
ト

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
ふ

れ
あ
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
日

●
場　

所

　

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

●
開
催
日
時

　

２
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
規　

模

　

手
持
ち
出
店
の
み

●
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬

●
受
付
方
法

　

メ
ー
ル
か
電
話
で
出
店
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜

日
及
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
、

フ
リ
ガ
ナ
、
ご
住
所
、
自
宅
電

話
番
号
、
携
帯
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、「
２
月
19
日
フ
リ

マ
参
加
希
望
」
と
明
記
し
て
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

E-m
ail

：hureai@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

●
参
加
費

　

５
０
０
円
（
１
団
体
若
し
く

は
個
人
で
２
区
画
ま
で 

１
区

画
：
約
１
７
０
㎝
×
２
９
０
㎝
）

雨
天
中
止
と
な
り
ま
す
。
中
止

の
決
定
は
、
午
前
８
時
30
分
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

　

〒
3
2
3
-0
1
0
1

　
下
野
市
三
王
山
６
９
８
番
地
５

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
り
か
ご「
出
前
サ
ロ
ン
」

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

か
ご
で
は
、
石
橋
地
区
に
お
い

て
、
左
記
の
と
お
り
出
前
サ
ロ

ン
を
行
い
ま
す
。

　

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
し
ま

す
。

●
日　

時

　

２
月
13
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

●
内　

容

　

音
楽
会
、
育
児
相
談
、
紙
し

ば
い
等

●
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
お
ば
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

　

☎（
48
）５
５
３
０

くらしの情報

　

第
12
回
グ
リ
ム
絵
画
展
は
、「
下
野
市
の

風
景
」の
絵
画
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。ま
た
、

グ
リ
ム
童
話
賞
に
つ
い
て
は
、「
道
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
創
作
童
話
を
広
く
募
集
し
、
全

国
各
地
か
ら
３
５
０
点
を
超
え
る
多
く
の
素

晴
ら
し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回

の
企
画
展
で
は
、
絵
画
展
の
入
賞
・
入
選
作

品
と
童
話
賞
の
大
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

第
11
回
グ
リ
ム
絵
画
展

　
　
　

一
般
の
部 

グ
リ
ム
大
賞

　
　
　
　
「
こ
も
れ
び
の
天
平
の
森
」

吉
田 

義
勝
さ
ん

午前10時～午後４時
　（12日は午後３時まで）
休館日　２月７日㈫
入場無料
会場　グリムの森「グリムの館」
主催　㈶グリムの里いしばし

２月５日㈰
～２月12日㈰

第31回企画展
第12回グリム絵画展入選作品展

グリム童話賞入賞作品展

☎52－1180問い合わせ先

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

市
内
で
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
一
番
古
い
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、
道
の
駅
し
も
つ
け
付
近
に
あ
る
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
３　
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「
パ
パ
と
遊
ぼ
う
」の
ご
案
内

　

日
ご
ろ
、
お
仕
事
で
お
忙
し

い
お
父
さ
ん
！　

お
子
様
と
一

緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
母
さ
ん

も
一
緒
の
ご
参
加
、
大
歓
迎
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

２
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
11
時

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

●
募　

集

　

１
歳
６
か
月
〜
３
歳

　

先
着
20
組

●
募
集
期
間

　

２
月
14
日
㈫
ま
で

●
内　

容

　

手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

行
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３

お
知
ら
せ

お
で
か
け
号
の
運
行
状
況

　

11
月
15
日
か
ら
運
行
開
始
し

ま
し
た
「
お
で
か
け
号
」
の
運

行
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

12
月
末
現
在
で
、
利
用
登
録

を
さ
れ
た
方
は
、
６
６
３
名
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
で
か

け
号
を
ご
利
用
さ
れ
た
12
月
の

件
数
は
、
４
２
９
件
（
１
日
平

均
15
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
利
用
見
込
み
予
測
と

し
ま
し
て
は
、
利
用
登
録
１
，０

０
０
人
、
利
用
件
数
を
１
日

１
５
０
件
程
度
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
多
く
の
利

用
登
録
と
、
ご
利
用
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

お
で
か
け
号
は
み
ん
な
で
、

よ
り
良
い
交
通
手
段
と
し
て
育

て
行
く
、
公
共
交
通
で
す
。
利

用
に
際
し
て
の
不
明
な
点
や
、

利
用
さ
れ
て
ご
不
便
な
ど
を
感

じ
ら
れ
た
点
に
つ
い
て
、
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
改
善
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）5
5
5
5

お
で
か
け
号「
無
料
お
た
め

し
券
」を
交
付
し
て
い
ま
す

　

１
月
か
ら
お
で
か
け
号
「
無

料
お
た
め
し
券
」
の
交
付
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
利
用
有
効
期

限
が
、
平
成
24
年
３
月
31
日
で

す
の
で
、
こ
の
期
間
内
に
「
利

用
者
登
録
」
を
し
て
、「
無
料

お
た
め
し
券
」
で
お
で
か
け
号

を
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方

　

利
用
登
録
が
必
要
で
す　

80

歳
以
上
で
利
用
登
録
を
さ
れ
た

方
又
は
、
今
後
登
録
さ
れ
る
方
。

●
お
た
め
し
券
の
内
容

　

３
０
０
円
無
料
乗
車
券
６
枚

●
交
付
方
法

　

既
に
利
用
登
録
さ
れ
た
方
、

ま
た
今
後
利
用
登
録
さ
れ
た
方

へ
郵
送
い
た
し
ま
す
。

●
お
た
め
し
券
の
利
用
有
効
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日

●
利
用
方
法

　

お
で
か
け
号
降
車
の
際
に
、

運
転
手
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
者
登
録
に
つ
い
て

　

利
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
生
活
安
全
課
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

下
野
市
第
二
次
地
域
情
報
化

計
画（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
社
会
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
全
て
の
市
民
が
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
下
野
市
第
二

次
地
域
情
報
化
計
画
」
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
計
画
の
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

●
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
第
二
次
地
域
情
報
化

計
画
（
案
）

●
資
料
の
閲
覧
場
所

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
文
書
閲
覧

﹇
文
書
閲
覧
の
場
所
﹈

①
総
合
政
策
課

　
（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

　
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③ 

市
民
課
南
河
内
窓
口

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階)

※
閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

●
意
見
の
募
集
期
間

　

２
月
13
日
㈪
〜
３
月
９
日
㈮

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
総
合
政

策
課
へ

●
意
見
の
提
出
方
法

　
「
意
見
等
記
入
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
総
合
政
策

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
閲
覧
場
所
に
配
置
し
て
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

①
郵
送 

〒
3
2
9
-0
4
9
2

　
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

　

下
野
市
総
合
政
策
課
あ
て

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
40
）
５
５
７
２

③
Ｅ
メ
ー
ル
：

　

sougouseisaku@
city.　

　

shim
otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

総
合
政
策
課（
国
分
寺
庁
舎
）

ま
で　

※
電
話
不
可

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
際
に
は
、
氏
名（
※
）・

住
所（
※
）・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
は
必
須
で
す
。
こ
れ
ら
の

明
記
の
な
い
も
の
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

薬
師
寺
稲
荷
台
遺
跡
（
道
の
駅
し
も
つ
け
南
側
の
台
地
上
）
で
は
、
今
か
ら
１
万
１
千
年
前
の
縄
文
時
代

草
創
期
の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　
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星宮神社
ガソリンスタンド

コンビニ

石橋中学校

姿
川

大光寺

中大領

細谷

細谷橋修繕工事箇所

姿
川

細谷

橋本 下大領

県道笹原・壬生線

上河原橋修繕工事箇所

町田橋修繕工事箇所

道の駅しもつけ ふれあい館

谷地賀

町田
本田

薬師寺

上三川町

田
川地久目喜

塚越 磯部

別当河原

吉田東小

南河内東体育館

境橋

田
川

塚越橋修繕工事箇所

一級河川姿川 『細谷橋』 一級河川姿川 『上河原橋』
●箇 所 名　市道石4065号線（細谷地内）
●規制期間　H24.2.1～5.15 のうち 3か月程度
●内　　容　片側交互通行
●施工業者　㈱高秀土木工業　☎53-3326

●箇 所 名　市道石 1-8 号線（中大領・橋本地内）
●規制期間　H24.2.1 ～ 5.15 のうち 3か月程度
●内　　容　片側交互通行
●施工業者　㈱須藤工業 ☎48-1376

一級河川田川 『塚越橋』 一級河川田川 『町田橋』
●箇 所 名　市道南 1-9 号線（磯部地内）
●規制期間　H24.2.1 ～ 5.15 のうち 3か月程度
●内　　容　車両通行止め（歩行者・自転車通行可）
●施工業者　コウエイ工業㈱ ☎53-1883

●箇 所 名　市道南 1-2 号線（町田地内）
●規制期間　H24.2.1 ～ 4.30 のうち 2か月程度
●内　　容　車両通行止め（歩行者・自転車通行可）
●施工業者　青柳造園㈱ ☎53-6586

くらしの情報

「細谷橋」 「上河原橋」 「塚越橋」 「町田橋」

橋梁長寿命化修繕工事実施に伴う交通規制の実施について
　下野市では、今後の橋梁の維持管理における方針や修繕等の取り組みについて定めた「下野市橋梁
長寿命化修繕計画」を平成22年度に策定しました。これまでの傷んでから修繕するという事後保全的
な対応から、計画的かつ予防的な対応に転換し、橋梁の長寿命化及び計画的な修繕・架替えを実施す
ることで、予算の平準化・コスト縮減を図ろうとするものです。
　今年度はこの計画に基づき、一級河川姿川の「細谷橋」「上河原橋」、一級河川田川の「塚越橋」「町
田橋」の４橋について、修繕工事を実施することになりました。これらの工事実施に伴い、下記のと
おり交通規制が必要となります。関係の皆様には、ご不便やご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協
力をお願いいたします。

※ いずれの工事も契約上の工期は「平成23年12月27日～ 5月31日」となっていますが、実際に交通規制を予定
している期間は、上表のとおりです。
※各橋とも、作業内容により全面通行止め（全ての通行が不可能）となる場合があります。
※ やむを得ず全面通行止めなどの交通規制を実施する際には、工事現場付近に予告看板を設置するとともに、
市ホームページや回覧などでお知らせします。

建設課　☎48－2113問い合わせ先

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

日
本
人
の
１
日
の
塩
分
摂
取
目
標
量
は
何
グ
ラ
ム
以
下
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
４　
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下
野
市
消
費
生
活
基
本
計
画

（
案
）パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

　

私
た
ち
の
生
活
環
境
は
規
制

緩
和
の
拡
大
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、
高
度
情
報
通

信
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
反
面
、

消
費
者
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
安
全

安
心
な
消
費
生
活
の
取
り
組
み

と
し
て
施
策
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
た
施
策
を

計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
消
費
生
活
基
本
計
画

（
案
）

●
資
料
の
閲
覧
場
所

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
文
書
閲
覧

　
﹇
文
書
閲
覧
の
場
所
﹈

①
生
活
安
全
課

　
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室

　
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③
市
民
課
南
河
内
窓
口

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

※ 

閲
覧
時
間
は
、
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

●
意
見
の
募
集
期
間

　

２
月
27
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈭

　

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
生
活

安
全
課
へ

●
意
見
の
提
出
方
法

　
「
意
見
等
記
入
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
生
活
安
全

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
閲
覧
場
所
に
配
置
し
て
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

①
郵
送 
〒
3
2
9
-0
4
9
2

　
下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

　

下
野
市
生
活
安
全
課
あ
て

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
40
）５
５
７
２

③
Ｅ
メ
ー
ル
：

　

seikatsu@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

生
活
安
全
課（
国
分
寺
庁
舎
）

ま
で　

※
電
話
不
可

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
く
際
に
は
、
氏
名（
※
）・

住
所（
※
）・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
は
必
須
で
す
。
こ
れ
ら
の

明
記
の
な
い
も
の
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

下
野
市
森
林
整
備
計
画

（
案
）の
縦
覧
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
下
野
市
で
は
森
林

所
有
者
等
が
森
林
を
施
業
（
伐

採
・
造
林
・
保
育
を
行
い
森
林

を
維
持
造
成
）
す
る
際
の
指
針

と
な
る
「
下
野
市
森
林
整
備
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
計
画
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
森
林
法
に

基
づ
き
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
に
対
し
て

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

縦
覧
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で

に
意
見
書
（
様
式
は
自
由
）
を

も
っ
て
、
農
政
課
ま
で
提
出
く

だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
※
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所

　

下
野
市
役
所
農
政
課

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
48
）２
１
４
３

　

℻（
48
）１
４
２
４

平
成
24
年
度 

下
野
市
奨
学
生

（
高
等
学
校
、大
学
等
）を
追

加
募
集
し
ま
す

●
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
19
日
㈪

●
申
請
資
格

　

左
記
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方

⑴ 

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程

及
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程

を
含
む
）、
大
学（
短
期
大
学

及
び
専
修
学
校
の
専
門
課
程

を
含
む
）
に
在
学
し
て
い
る
、

又
は
入
学
し
よ
う
と
す
る
方

⑵ 

学
業
成
績
が
優
秀
で
意
欲
が

あ
り
、
品
行
方
正
な
方

⑶ 

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
方

⑷ 

確
実
な
連
帯
保
証
人
を
２
名

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
方（
保

護
者
及
び
県
内
在
住
者
１
名
）

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生

計
を
営
ん
で
い
る
満
20
歳
以

上
の
方
で
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る
方

⑸ 
保
護
者
が
下
野
市
に
１
年
以

上
住
所
を
有
す
る
方

⑹ 

他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
給

　

 

付
又
は
貸
付
を
受
け
て
い
な

い
方

●
貸
付
額
及
び
予
定
人
数

・
高
等
学
校
奨
学
生
（
若
干
名
）

　

月
額
１
５
，０
０
０
円

・
大
学
奨
学
生
（
若
干
名
）

　

月
額
３
０
，０
０
０
円

●
貸
付
期
間

　

正
規
の
修
業
期
間

※ 

本
人
名
義
の
口
座
に
半
年
分

ま
と
め
て
年
２
回
振
込
み
ま
す
。

●
償
還
方
法

　

卒
業
後
１
年
間
据
置
。
期
間

後
、
貸
付
期
間
の
２
倍
の
期
間

内
に
償
還（
年
賦
又
は
半
年
賦
）

●
募
集
要
項
配
付
場
所

　

石
橋
庁
舎
２
階
教
育
総
務
課
、

国
分
寺
庁
舎
・
南
河
内
庁
舎
市

民
課
窓
口
、
各
図
書
館
、
各
公

民
館

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

くらしの情報

無
利
子
の
貸
付
で
す

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

栃
木
県
民
が
１
日
に
摂
っ
て
い
る
塩
分
量
の
平
均
は
、
男
性
が
12
・
４
ｇ
、

女
性
が
10
・
２
ｇ
で
す
。（「
平
成
21
年
度
県
民
健
康
栄
養
調
査
」
よ
り
）

【
男
性
９
ｇ
以
下
、
女
性
７
・
５
ｇ
以
下
ｇ
】

し
も
つ
け
ク
イ
ズ
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募

集

平
成
24
年
度
臨
時
職
員

（
保
育
士
）を
公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格

　

保
育
士
証
を
お
持
ち
の
方

●
募
集
人
員

　

若
干
名

●
賃
金
等

　

時
給
１
，０
０
０
円

　
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外

勤
務
手
当
有
）

　

社
会
保
険
加
入

●
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う

ち
７
時
間
45
分

（
休
憩
時
間
60
分
）

　

週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

　

土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

●
勤
務
先

　

市
立
保
育
園

●
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
保

育
士
証
の
写
し
を
添
付
の
こ

と
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

　

下
野
市
児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

℻（
52
）１
１
３
７

　

Ｅ
メ
ー
ル
：jidoufukushi

@
city.shim

otsuke.lg.jp

第
33
回
天
平
の
花
ま
つ
り

「
１
日
出
店
」を
募
集
し
ま
す

　

日
頃
の
活
動
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
て
出
店
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

●
出
店
日
時

　

４
月
10
日
㈫
か
ら
30
日
㈪
ま

で
の
期
間
内
で
２
日
以
内
の
出

店
と
す
る
。

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

●
出
店
場
所

　
下
野
市
天
平
の
丘
公
園
花
広
場

※ 

出
店
は
下
野
市
観
光
協
会
が

用
意
す
る
テ
ン
ト
に
よ
る
出

店
と
す
る
。

●
出
店
資
格
・
出
店
料

　

下
野
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
観
光
協
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎（
48
）２
１
１
２

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.

shim
otsuke-ta.com

/

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
協
議
会
の
内
容

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

●
委
員
の
任
期　

２
年

　
（
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
４
〜
５
回
程
度

●
報　

酬

　

日
額
８
，０
０
０
円

●
応
募
資
格

①
市
内
居
住
で
20
歳
以
上
の
方

② 

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審

議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

③
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野

市
職
員
で
な
い
こ
と

●
募
集
人
数　

６
名

・
被
保
険
者
代
表 

５
名

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

・
薬
剤
師 
１
名

　
（
有
資
格
者
・
要
履
歴
書
）

●
応
募
方
法

　

市
民
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ
ま

で
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
限　

２
月
24
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で（
必
着
）

●
選
考
結
果
等

　

地
域
性
を
考
慮
し
、
市
内
全

域
か
ら
選
考
し
ま
す
。
選
考
結

果
は
、
４
月
中
旬
に
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

委
員
構
成
は
全
部
で
18
名
で

す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

　

下
野
市
市
民
課

国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

　

☎（
40
）５
５
５
６

　

メ
ー
ル
：shim

in@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

平
成
24
年
度
転
倒
骨
折
予

防
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す

　

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
簡
単

な
「
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽

し
み
な
が
ら
で
き
る
「
３
Ｂ
体

操
」
に
よ
る
運
動
教
室
を
実
施

し
ま
す
。

●
応
募
対
象
者

概
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
医
師

か
ら
の
運
動
制
限
等
を
受
け
て

い
な
い
方

※ 

一
年
間
を
通
じ
て
参
加
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

※ 

先
着
順
に
受
付
け
ま
す
が
、

新
規
参
加
者
を
優
先
し
ま
す
。

●
定　

員　

各
会
場
40
名
程
度

●
開
催
場
所
と
開
催
日
時

　
【
国
分
寺
公
民
館
】

　

４
月
５
日
〜

　
（
第
１
・
３
木
曜
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

　
【
き
ら
ら
館
】

　

４
月
５
日
〜

　
（
第
１
・
３
木
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
【
南
河
内
公
民
館
】

　

４
月
３
日
〜

　
（
第
１
・
３
火
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※ 

南
河
内
公
民
館
は
平
成
24
年

か
ら
開
催
曜
日
お
よ
び
時
間

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

※ 

開
催
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

週
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

※ 

都
合
に
よ
り
日
時
の
変
更
も

あ
り
ま
す
。

●
参
加
料　

無
料

※ 

た
だ
し
、
教
室
で
使
用
す
る

用
具
代 （
１
，０
０
０
円
）
を

　

 

初
回
に
集
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

２
月
15
日
㈬
〜
29
日
㈬
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
２
月
号

味
噌
汁
１
杯
に
含
ま
れ
る
塩
分
量
は
何
グ
ラ
ム
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
５　
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■
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
社
会
的
性

別
）と
は
…

　

社
会
的
、
文
化
的
に
つ
く

ら
れ
た
「
男
ら
し
さ
」「
女

ら
し
さ
」
な
ど
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

　

☎（
52
）１
１
１
５

相

談

新
任
人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

　

１
月
１
日
付
け
で
、
諏
訪
守

氏
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
任
の
中
野
敦
子
氏

に
は
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人

権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に

関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

相
談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
お

受
け
す
る
ほ
か
、
電
話
等
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

全
国
統
一
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
）

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
（
宇

都
宮
地
方
法
務
局
）
開
設

　

全
国
の
法
務
局
で
一
斉
に
休

日
相
談
を
開
設
し
ま
す
。登
記
・

戸
籍
・
人
権
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
日　

時

・
相
談

　

２
月
12
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・
講
演
会
テ
ー
マ

　

午
前
「
相
続
」、

　

午
後
「
成
年
後
見
」

●
場　

所

　
宇
都
宮
地
方
法
務
局
本
局
庁
舎

（
宇
都
宮
市
小
幡
２
-１
-11
）

●
料　

金　

無
料

　
（
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
0
2
8
-6
2
3
-6
3
3
3

　
℻
0
2
8
-6
5
0
-1
4
0
1

　

詳
細
は
宇
都
宮
地
方
法
務
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

くらしの情報

諏訪 守 氏

男 女
共 同
参 画
社 会
Vol.5 職場編

ジ ェ ン ダ ー チ ェ ッ ク ！

ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
に
注
意
！

大
人
の
注
意
が
必
要
！ 

　

子
ど
も
た
ち
の
手
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

　

家
の
中
、
車
の
中
に
ラ
イ

タ
ー
を
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

子
ど
も
た
ち
に
触
ら
せ
ず
、

火
遊
び
の
危
険
性
を
教
え
ま

し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ラ
イ
タ
ー
で

火
遊
び
し
て
い
る
の
を
見
か
け

た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

理
解
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た

ら
、
ご
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
に

火
遊
び
の
危
険
性
を
教
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎（
44
）4
8
8
3

　

国
分
寺
庁
舎
2
階

　

生
活
安
全
課
内

●
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

●
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

　
☎
0
2
8
-6
2
5
-2
2
2
7

まずは相談

ジ
ェ
ン
ダ
ー
チ
ェ
ッ
ク
！

　

次
の
よ
う
に
思
う
こ
と
は
あ

　

り
ま
せ
ん
か
？

□　

男
性
向
き
の
仕
事
、
女
性

　
　

 

向
き
の
仕
事
が
あ
る
と
思

う
。

□　

 

お
茶
は
男
性
に
入
れ
て
も

ら
う
よ
り
も
、
女
性
に
入

れ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
落

ち
着
く
。

□　

 

育
児
休
業
・
介
護
休
業
は

女
性
の
た
め
の
も
の
で
、

男
性
は
取
ら
な
い
ほ
う
が

い
い
。

あ
な
た
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意

識
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

男
女
共
同
参
画
の
職
場
づ
く

り
に
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
人
の
個
性
と
能
力
が
活
か

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
女
性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か

ら
」
と
い
う
よ
う
に
、
性
別
に
よ

る
役
割
分
担
意
識
は
、
職
場
に

お
け
る
個
人
の
生
き
方
を
狭
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
お
互
い
を
尊
重
し
、

助
け
合
い
、
思
い
や
る
こ
と
が

で
き
る
職
場
環
境
が
、
男
女
が

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
働
く
男
女
が
と
も
に

家
族
で
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を

増
や
し
た
り
、
子
育
て
を
楽
し

む
た
め
に
は
、
長
時
間
労
働
や

育
児
支
援
制
度
等
へ
の
意
識
を

見
直
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

あ
な
た
自
身
、
あ
な
た
の
職

場
に
つ
い
て
、
日
頃
の
意
識
や

行
動
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

加
え
、
男
女
が
と
も
に
仕
事
で

も
家
庭
で
も
喜
び
と
責
任
を
わ

か
ち
あ
え
る
社
会
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
１
・
５
〜
２
・
０
ｇ
 】　

梅
干
し
１
個
に
は
約
２
・
０
ｇ
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
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き
ら
ら
館
、ゆ
う
ゆ
う
館
、

ふ
れ
あ
い
館　

休
館
日

心
配
ご
と
相
談

●
国
分
寺
会
場（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

一
般
相
談
・
総
合
相
談

　

７
・
14
・
21
日
、
３
月
６
日

　
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

28
日
㈫

●
石
橋
会
場
（
き
ら
ら
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

６
・
13
・
20
日
、
３
月
５
日

　
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

27
日
㈪

法
律
相
談　

９
日
㈭
※

●
南
河
内
会
場（
ふ
れ
あ
い
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

３
・
10
・
17
日
、
３
月
２
日 

　
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

24
日
㈮

法
律
相
談　

３
月
８
日
㈭
※

●
時　

間

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
（
法
律
相
談
の
み
午
後
1
時

〜
4
時
30
分
）

※ 

法
律
相
談
は
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
刃
物
研
ぎ

・
実
施
日

　

14
日
㈫

　
　

旧
石
橋
中
体
育
館
南
側

　

21
日
㈫

　
　

旧
や
す
ら
ぎ
荘

　
　
（
小
金
井
１
１
８
９
）

・
時　

間

　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

●
入
会
説
明
会（
要
事
前
申
込
）

　

15
日
㈬

　

午
前
10
時
〜　

ふ
れ
あ
い
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
47
）1
1
2
4

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館

　

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
と
は
、

ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
子
も
、
も
た

な
い
子
も
、
お
も
ち
ゃ
を
通
し

て
一
緒
に
遊
ぶ
場
所
で
す
。

●
日　

時

　

11
・
25
日
㈯

●
参
加
費　

無
料

●
場　

所

　

南
河
内
児
童
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

救急告示医療機関当番表（平成24年２月分） ●印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日17:00）
○印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日9:00）　

医　　療
機 関 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 小 金 井
中央病院 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 石 橋
総合病院 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 小山整形外科内科 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○

4 杉村病院 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

5 光南病院 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

6 野木病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

医療機関名・住所・電話番号
○小金井中央病院　　下野市小金井2-4-3　☎44-7000　　○杉村病院　小山市城山町2-7-18　☎25-5533
○石橋総合病院　　　下野市石橋628　　　☎53-1134　　○光南病院　小山市乙女795-4　 　☎45-7711
○小山整形外科内科　小山市雨ヶ谷753　　☎31-1331　　○野木病院　野木町友沼5320-2　　☎0280-57-1011

きらら館　☎52-3711

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 3/1 ２ ３

ゆうゆう館　☎43-1231

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 3/1 ２ ３

ふれあい館　☎47-1126

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 3/1 ２ ３

くらしの情報

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

きさらぎ

※2/12 午後1時より開館

広
報
し
も
つ
け　
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下 野 薬 師 寺 歴 史 館 開 館 10 周 年 記 念 講 演 会

「「下野薬師寺の創建と官寺昇格下野薬師寺の創建と官寺昇格」」
3月3日（土） 午後２時～  

（開場は午後１時30分～）

会場：道の駅しもつけ　会議室

●参加申し込み　２月１日㈬ 午前９時～
●整理券の配付　３月３日㈯ 午前10時～
＊申し込みされた方には歴史館窓口にて整理券を配付します。
＊整理券が無いと入場できませんのでご注意ください。

●駐車場　下野薬師寺歴史館・薬師寺幼稚園・南河内商工会
＊ 当日、道の駅駐車場は大変混雑が予想されますので、歴史館駐車場をご利
用ください。
●定員　100名（先着順）
●申し込み・問い合わせ先　下野薬師寺歴史館

下野薬師寺跡保存整備委員として
長年下野薬師寺跡の調査・整備に
携わる。著書に『史跡 下野薬師
寺』『東国の古代寺院』等

講師：国士舘大学
　　　須 田  勉 教授

●史跡地のご案内
３月３日㈯、午後１時出発
薬師寺ボランティアのガイドが下
野薬師寺跡、薬師寺八幡宮を経由
しながら道の駅まで歩いてご案内
します。（約1.5㎞・ 20分）

下野薬師寺歴史館
開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
休 館 日：月曜日・第３火曜日
　　　　　祝日の翌日（土・日・祝日は開館）・年末年始

☎0285-47-3121
〒329-0413　下野市薬師寺1636

下野薬師寺跡史跡まつり

内容（●雨でも実施するイベント）

下野薬師寺五重塔復元図

第６回第６回

下野薬師寺五重塔復元図

●紙芝居 (下野薬師寺ボランティアの会）
○合唱（第二薬師寺幼稚園）
●法話（安国寺住職）
●雅楽演奏（雄琴神社雅楽会）
○発掘調査現地説明会（文化課職員）
●梅ジュース・古代米餅の無料配布
●模擬店（南河内商工会等）
○ミニ新幹線
○クイズラリー
○ビッグ双六・・・・等

３月４日（日）午前９時30分～午後１時
会場：下野薬師寺歴史館 他
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